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「中長期計画・ビジョン」策定に当たって

熊本市手をつなぐ育成会では、会の現状、今後の在り方、進むべき方向性、そのための
資金や経営資源の配分の在り方などについて、１年かけて検討してまいりました。

◆障がいのある人やその親、家族の幸福実現を共にめざすために

育成会には、運動体と事業体があり、会員や事務局・事業所の職員などがいますが、
これらの人たちが、障がいのある人や親、家族の幸せと安心のために、共に手を携え
て取り組み、相互に支え補い合いながらこれからの市育成会をもっともっと盛んにし
ていく。「中長期計画・ビジョン」をその足がかりとしたいと考えています。

◆「中長期計画・ビジョン」策定の目的は

今後、会がめざす方向性と取り組む具体的な中身、つまりビジョンを構築する（創
り上げる）ことです。
すなわち、会がどんな現状にあるか、何を願い、そして、今後どのような方向に進

もうとするか、具体的にはどんな取組をするかなどを整理し、それを会員や事業所職
員等、法人全体で共有することです。

◆法人全体で共有するために、育成会職員も検討に参画

会の理念やビジョンの共有も、今回の「中長期計画・ビジョン」策定の目的の一つ
です。“自分たちの知らないところで誰かがつくった”計画やビジョンではなく、当
事者意識が持てるよう何らかの形で育成会の職員が参画し、職員目線で創り上げるも
のにしたいと考えました。
そこで、毎年開催する育成会職員全体研修会（今年度は新型コロナウィルス感染拡

大のため１１月に実施）のグループ協議でも、この中長期計画・ビジョンをテーマに
取り上げて意見交換し、さらに、事務局と各事業所の職員の代表による「ビジョン検
討会」で数回の検討を行いました。

◆具体性に欠けるところはあると思いますが

本来、中長期の計画やビジョンは、目標や取組の成果、進捗状況が客観的に評価で
きるよう、数値目標や年限を定めるなどもっと具体的でなければなりません。
ですが、これまで漠然として未整理だった、会がめざす方向性、取り組むべき課題

や事業を明確にするということだけでも、「中長期計画・ビジョン」策定の意義は十
分あるのではないか。また、会の現状として、人材と資金力の不足という２つの大き
な課題がある中、計画や内容が具体的すぎても、実行性に欠けるものになるのではな
いかと考えました。
今後、中間の見直しや第二次、第三次と更新する中で、より具体性のある「中長期

計画・ビジョン」にしていけるのではないかと考えています。

会員の皆さま、職員、関係者の皆さまをはじめ、多くの方々のご意見をいただき、今後
の会の充実発展に資してまいりたいと考えています。どうぞよろしくお願い申し上げます。

令和３年３月

社会福祉法人 熊本市手をつなぐ育成会会長 西 惠美
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熊本市手をつなぐ育成会「中長期計画・ビジョン」
＜これからの５年間でやるべきこと＞

テーマ

～社会や時代のニーズに応える熊本市手をつなぐ育成会組織と活動～

１ はじめに

（１）６５年間の歴史を有する障がいのある子どもを持つ親の会

熊本市手をつなぐ育成会は、昭和３１年に結成されて以来、６５年間にわたり、知的に障

がいのある人とその親、家族の幸せと安心のために、全国や県内の組織とも連携しながら、

特殊学級の増設や養護学校の設置をはじめとして、制度の創設・充実・発展、障がい理解の

拡大など、その時どきの課題解決に向けて、行政への要請活動や障がい児者への理解啓発活

動など重要な役割を果たしてきた。

（２）親や家族に“安心”を提供できる会 育成会が果たす役割

会が令和元年度に実施した、「熊本市内にある小・中学校知的障害特別支援学級及び知的

障害者を教育する特別支援学校に在籍する児童生徒の保護者への意向調査」（（令和２年２

月）※参考資料２を参照）では、就学中の保護者の約７割が、我が子の育児や教育などで悩

んだり困ったりすることがあると回答している。

そのような悩み困っている親や家族に手を差し伸べ寄り添うことは、設立以来の育成会の

役割である。育成会は、６５年の活動で培った信頼や期待の他、親・家族に寄り添い、“安

心”を提供できるさまざまな活動の場（会員同士の交流の場、本人活動の場など）や情報、

経験、人脈、ノウハウ等の豊富な“資源”を有している。これが会の最大の強みであると同

時に、この資源を活かし、会内外の期待に応えていくことが会の活性化の方向性でもある。

（３）これからの５年後、１０年後に向けて

長い歴史を有する会ではあるが、最近は特に若い会員が減少する傾向にある。会の活性化

を図るとともに、会内外のニーズに応え、会としての役割を果たしていくためには、今だけ

を見るのではなく、５年後、１０年後の会の姿や在り方を含め、現実的な目標や対策にスピ

ード感を持って取り組んでいかなければならないと考えている。

中長期計画・ビジョン策定はそのための重要な取組となる。

２ 熊本市手をつなぐ育成会の現状

（１）運動体

※前述のとおり、熊本市手をつなぐ育成会は親の会としての運動に長年取り組んで来た組織

であることが最大の特徴であり、その点でほかの社会福祉法人とは性格を異にする。

○運動体としての活動

①要請活動

・国や県、市への要望事項を提出の他、必要に応じて要望書等を提出。

②行政との意見交換会

・熊本市教育委員会特別支援教育室、障がい保健福祉課と年１回実施。会内外の声を直
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接伝える。

・障がい者団体の一員としても、熊本市担当課との意見交換会の実施。

③理解啓発活動

・知的障がいを体験するワークショップなどを開催

④各委員会の活動

・「ちょっと聞いてよ！」（月１回実施）

・「先輩教えて」（月１回実施）

・研修会、講習会の開催

・広報紙「くまもと手をつなぐ」の発行（年３回）

・本人部会「つなごう会」（月１回実施）

※「障害者の生涯学習支援活動」に係る令和元年度文部科学大臣賞（功労者賞）受賞

○会員数の動向と今後の見通し

①会員数の動向

◆会員の高齢化と、就学前・学齢期の子どもの親の会員減による会員数減少

育成会では、設立以来、小・中学校の特別支援学級（特殊学級）と緊密なつながり

を持つことで、新たな会員獲得につなげてきた。

しかし、熊本市では、近年、特別支援学級（特殊学級）設置校数の増加と反比例し

て、個々の学校・学級とのつながりが希薄となり、さらには、さまざまな親の会がで

きた今日、学校・学級も、育成会だけを特別に扱うことができない事情もある。

このように、小・中学校特別支援学級・保護者とのつながりが薄れてきたことから、

新規の若い会員が入らなくなってきている。

一方、今後は現会員の高齢化・自然退会により、急速な会員減が危惧される。

（
※年度ごとの会費収入を６千円で割った数に、未納者・免除者数（概数）を加え
て算出したおおよその数）

・Ｓ６２年～Ｈ１０年代は、おおむね５００人で推移。

・Ｈ１７年～Ｒ１年の直近１５年間では、４７３人⇒３６６人と２３％減少。

②会員の状況（※令和２年度）

・会員の子どもまたは本人（当事者）の内訳は、就学中が１９％、学校卒業が７６％（ほ

かに不明が５％）と、４人に３人が学校卒業者（社会人）となっている。

・居住する地区では、中央区２８％、東区２１％、西区１２％、北区２７％、南区６％、

市外６％だった。

《年度ごとの会員数 ※》
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③今後の会員数の見通し

◆現状では、会員数はかなりの部分を４つの事業所に依拠

４事業所（はなぞの学苑、平成学園、しょ

うぶの里、第二ぎんなん作業所）の会員によ

り、会員数はかなりの部分、維持されている。

だが、はなぞの学苑と平成学園での加入状

況によっては、会員数が激減または逓減する

ことが予想され、また、しょうぶの里、第二

ぎんなん作業所の育成会事業所でも、親の世代から兄弟の世代や後見人に移行しつつ

あり、今後、会員数の減少は避けられないと思われる。

◆５年後、１０年後の見通し

若い親世代の会員獲得に成功しなければ、現会員の高齢化・自然退会により、今後、

５年後、１０年後の会員数は現在の半数程度の２００人～１５０人の可能性もある。

（２）事業体

○事業所を開設・運営

※結成当初から今日に至るまで、運動体の機能や役割を果たす一方、長い歴史の中で、そ

の時どきのニーズや状況に応じて、事業所を立ち上げて運営してきた。

・学校卒業後の知的に障がいのある人の受け皿として、作業所やグループホーム、入所の

支援施設等を開設。

・さらには、相談支援事業や障害児通所支援事業などの事業所も立ち上げてきた。

・現在は、事業所からの資金繰入で、事務局や運動体の安定的な運営が可能になっている。

［現在の事業所］

事 業 所 の 類 型 名 称 開設年度

１ 就労継続支援Ｂ型事業所 第二ぎんなん作業所 Ｓ５９年

２ 障害者支援施設（入所支援）、生活介護、しょうぶの里 Ｈ１３年
短期入所・日中一時

３ グループホーム ぎんなん（※当初は福祉ホーム） Ｈ ８年
千金甲 Ｈ１７年
あいりす Ｈ２８年

４ 相談支援事業所 地域生活支援センターぎんなん Ｈ２１年

５ 障害児通所支援事業所（放課後等デ 子ども育ちの家「て・い・く」 Ｈ２９年

イサービス・児童発達支援）

※「ぎんなん作業所」：Ｓ５２年に開所したが、はなぞの学苑の開設でＳ５７年に閉鎖。

事業所 現在の会員数
しょうぶの里 ３０人

第二ぎんなん作業所 ２０人

はなぞの学苑 ６０人
平成学園 ５０人

計 １６０人
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３ 熊本市手をつなぐ育成会がめざすもの、会の理念

親ならではの目線を軸として、障がいのある方々やその家族

を支える活動と事業を通して手をつなぎ、共生社会の実現をめ

ざす。

１ 尊 厳

・尊厳と基本的人権の尊重

・その人らしい生活の実現

２ 自 立

・「働く」「暮らす」の実現

３ 共 生

・共に生きる社会の実現

４ 社会貢献

・地域や社会に貢献し、一人の人間としての役割を果たせる人づ

くり

５ 家族支援

・最も身近な社会資源であり、安らぎの場としての家族の支援

６ 人 材

・人材の確保と育成の強化

７ 組織の運営・管理

・活力と安定性のある組織運営

※今回追加

２ 会の理念

１ 会がめざすもの
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熊本市手をつなぐ育成会めざすもの、理念の具現化
（めざすもの、理念をもとにした運動体・事業体での各基本姿勢）

親ならではの目線を軸として、障がいのある方々やその

家族を支える活動と事業を通して手をつなぎ、共生社会の

実現をめざす。

運動体としての 事業体としての
理 念

基本姿勢 基本姿勢

１ ・尊厳と基本的人 ・障がいのある人の尊 ・利用者本人の意思の
権の尊重 厳に係る国・県・市 尊重

尊 厳 ・その人らしい生 等への働きかけ ・育成会事業所ならで
活の実現 ・障がいのある人への はの良質な福祉サー

理解啓発活動の展開 ビスの提供

２ ・「働く」「暮らす」 ・本人が安心して社会 ・生き生きと働く場や
の実現 で生活できる環境づ 快適な暮らしの場の

自 立 くりと支援体制の強 提供
化

３ ・共に生きる社会 ・理解啓発のための活 ・利用者との直接的な
の実現 動の推進 ふれあいを通した障

共 生 （[ex.]「くまくま隊」 がいのある人への理
の活動の推進） 解啓発の推進

４ ・地域や社会に貢 ・地域福祉の向上に向 ・地域と連携し、地域
献し、一人の人 けて障がいのある人 における福祉の拠点

社会貢献 間としての役割 の目線での働きかけ としての役割を果た
を果たせる人づ す
くり

５ ・最も身近な社会 ・相談支援の充実 ・利用者とその家族の
家族支援 資源であり、安 ・家族の思いに寄り添 信頼関係の強化

らぎの場として う場の提供
の家族の支援

６ ・人材の確保と育 ・会の次代を担う人材 ・働きがいのある職場
成の強化 の発掘・育成 環境づくり

人 材 ・育成会事業所職員と
しての自覚と誇りを
持った人材の育成

７ ・活力と安定性の ・運動体・事業体を併 ・健全な財務規律の確
組織の運 ある組織運営 せ持つ組織としての 立と安定的な経営
営・管理 意見や情報の発信 ・計画的な施設改修計

・運動を支える安定し 画及び新規事業計画
た組織づくり の策定

会が

めざすもの
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４ 熊本市手をつなぐ育成会の「中長期計画・ビジョン」
～これからの５年間～
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Ⅰ 運 動 体

《現状・課題》

障がいのある方々に対する施策が充実していく中、育成会に対する期待度が年々低下し

てきており、特に若い世代の親のニーズとのズレを解消できないまま今日に至っている。

組織の在り方を一から考え直し、若い親世代にとっても魅力ある組織・団体となるため

の方策を早急に講じなければならない。

高齢化しつつある初期の頃からの会員から子育て中の若い親まで、世代の幅もその世代

が必要とするニーズの幅も広い。そのようなさまざまな世代、さまざまな状況にある親や

障がいのある本人たちの広範なニーズや期待に可能な限り応えられるよう、きめ細かな取

組と活動の拡大を図る必要がある。

１ 育成会運動の充実・活性化

《取り組むべき方向性》

※時代や社会状況に応じた育成会としてのミッション、役割、存在意義を踏まえた育成会

運動の展開

（１）将来的な会員の見込み、動向への対応

(1)-1 高齢化した初期の頃からの会員への対応

・高齢化による初期の頃からの会員の減少が予想される。

［対応策］

○本人や家族の高齢化に伴う家族の負担増等の課題を把握・整理して対策を実施

［中長期目標］

①初期の頃からの会員に向けた取組の充実を図る。

②５年以内に日中サービス支援型グループホームの開設をめざす。

［具体的な取組］

◆会員への意向調査の実施

◆施設利用会員への出張相談会の実施

◆成年後見制度・親亡き後のお金の話、終活等についての研修の実施

◆育成会の団体保険の活用

◆日中サービス支援型グループホームの研究、実現

(1)-2 若い親世代の新規加入を促進

・若い親世代の新規加入を増やす必要がある。

［対応策］

○令和元年度実施の意向調査の集計結果を踏まえて、若い親世代のニーズに合った取組を

実施

※共感や賛同を得やすい具体的な取組や方向を示す

※新しい事業を工夫・検討、入会のメリットを増やす

○ＳＮＳやオンラインのＷｅｂ会議システム等を用いた情報発信・相談受付を強化

※将来への不安解消のための相談会等の充実

※育成会入会のメリットを発信
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［中長期目標］

①会員や外部向けのセミナー、研修会等を定期的に開催する。

②子育てで悩む方を対象とした相談会・研修会等を定期的に開催する。

③ＳＮＳやオンラインのＷｅｂ会議システム等を用いた情報発信を行う。

④電話やＳＮＳ、Ｗｅｂ会議システム等を用いてオンラインで相談を受ける。

［具体的な取組］

◆障がいのある人に関する様々な制度や法律などの分かりやすい講演会の実施［※年１回］

◆子どもの年齢や状況等に応じたセミナーの実施［※年１回］

・子どもさんの現在の進路・状況等に応じた内容

[ex.] １年目：療育や就学中の親の悩みに応じたセミナー

２年目：学校卒業後に視点を当てたセミナー

３年目：高齢親子の未来を見つめるセミナー

◆学校やＰＴＡ、保護者グループ等を対象とした福祉サービスなどの説明会の実施

◆行政・福祉サービス情報の提供［※ＨＰ上で］

◆療育懇談会（講話やグループワーク、個別相談）

◆月例座談会「先輩教えて」「ちょっと聞いてよ」出張型座談会の実施

◆情報発信力の強化（システム構築、Ｗｅｂコンテンツの蓄積等）

・ＳＮＳやＩＣＴに詳しい人材（会員）の確保

◆ＨＰ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍなどの活用で“活動の見える化”、情

報の公開など。

◆子育て（育児・療育）、教育、福祉、身の上など、子育て世代の親の悩みに応じる相談

体制の構築と相談の実施

◆特別支援学校・特別支援学級への地道な働きかけ

◆て・い・く利用者への入会の働きかけ

◆育成会の団体保険の活用

（２）育成会の存在感の維持・向上

・育成会の存在を知らない若い親世代が増加し、会の存在感が薄れつつあり、魅力ある育

成会への転換を図る必要がある。

［対応策］

○魅力ある育成会への転換

［中長期目標］

①会の存在や活動を積極的に外部へ発信する。

②本人活動を充実させ、活動をアピールする。

［具体的な取組］

◆定期大会の在り方・内容の検討・見直し

◆活動内容のＰＲ（ＨＰ以外の方法の用意）

◆本人活動の支援の充実（ボランティアの育成）

（３）委員会活動の充実

・中心になって活動する会員が減少し、委員会活動が停滞気味となっている。

・コロナ禍により対面式の会議や会合の開催が難しい。

・学校部の若い親の育成会離れ（働く親が増え、役員や活動ができない人が増加）

［対応策］

※「ｗｉｔｈコロナ」時代の委員会活動の在り方の検討

○集まる工夫。忙しくても会活動に参加できる方法の工夫
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○育成会活動（どんなことをしているか）の更なるアピール

［中長期目標］

①「集まる・話す」が難しい中での「集まる工夫」「集まらなくてもできる対応」等を実

行する。

②各委員会の活性化と相談員による相談機能を強化させる。

③Ｗｅｂ会議システムの活用を図る。

［具体的な取組］

◆少人数でも集まる回数を増やす

◆ＬＩＮＥやＺｏｏｍを活用したミニ研修・相談会の実施

（４）会員や障がいのある子どもの親の声を着実に行政につなぐ

・育成会はこれまでも会員や障がいのある子どもの親の声を直接行政に伝えてきた。今後

も行政へつないでいく。

［対応策］

○行政への要望や話し合い、理解啓発活動の継続・実施

［中長期目標］

①会員や親の意見や要望等を行政に届ける橋渡しの役割を、今後も担っていく。

［具体的な取組］

◆福祉・教育行政機関との意見交換会を通した信頼強化、要望実現に向けた取組

◆障がいに関する理解啓発活動の推進

・疑似体験や啓発キャラバン隊による障がい理解と育成会理解、会員の取り込み

◆権利擁護の取組の強化

（５）本人活動（青年教室・つなごう会）の展開

※昨年度は、学校を卒業した青年たちの本人活動を５４年にわたり支えた功績により、「令

和元年度「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣表彰（功労者賞）」を受賞。

※今年度は、５４年間、つなごう会の活動を支えていただいた支援者の一人が、その功績

により、「令和２年度ボランティア功労者に対する厚生労働大臣賞」を受賞。

・今年度は、コロナ禍で活動の中止を余儀なくされることが多かった。

・支援者も高齢化。

［対応策］

○本人活動「つなごう会」の継続

［中長期目標］

①実施内容や方法を工夫しながら、月１回の活動を継続していく。

［具体的な取組］

◆毎月１回の活動継続

◆本人の意見発表の場の確保（市・県・九州大会、その他）

◆新たな支援者の確保

２ 安定的な組織運営

《取り組むべき方向性》

※育成会運動を支えるための組織の維持・強化



- 11 -

（１）次代を担う人材の発掘・育成

・次世代を担う人材が不足。次世代へのスムーズな移行が最重要課題の一つ。

［対応策］

○次世代役員の発掘、育成

［中長期目標］

①次代を担う学齢期会員の入会を促進する。

②次世代の役員を発掘する。

［具体的な取組］

◆はじめから「入会」ではなく、「会を利用してもらうこと」で、人材を発掘。（育成会

の投稿サイトなど）

◆令和３年度改選の評議員の人選

◆運動体の存続・活性化のための対策会議の実施

（２）賛助会員や協力者の維持・拡大

・高齢化により、賛助会員や協力者も減少傾向にある。理解者を増やして賛助会員や協力

者を拡げていく必要がある。

［対応策］

○新たな協力者や賛助会員の獲得

［中長期目標］

①育成会活動やつなごう会の活動を積極的にアピールし、協力者や賛助会員の増加につな

げる。

［具体的な取組］

◆協力者の発掘

◆疑似体験会で理解を広め、新たな理解者の拡大を図る

（３）時代に応じたネットワークづくりや情報発信

・外部への情報発信ツールとしてのＳＮＳ等の活用が遅れている。

［対応策］

○会員への対応を迅速に行うためのネットワークづくり

［中長期目標］

①Ｆａｃｅｂｏｏｋ等のＳＮＳの発信をもとに、ネットワークをつくる。

［具体的な取組］

◆情報発信力の強化（ＳＮＳ等）

・ＳＮＳやＩＣＴに詳しい人材（会員）の確保

（４）事務局に情報発信・集約のセンターとしての役割

・事務局には、情報発信・集約としての機能強化が求められる。

［対応策］

○事務局機能の強化

［中長期目標］

①さまざまなニーズに応えられる即応性と、情報発信を可能にする対応力を高める。

［具体的な取組］

◆法人のセンターとしての機能の強化

◆情報発信拠点、集約拠点としての役割の強化

・ホームページ以外の各種ＳＮＳでの発信力の強化

・テレビ会議、Zｏｏｍ等のＷｅｂ会議等、オンラインでの双方向の情報通信・提供
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（５）安定した経営基盤の実現

・事務局運営に係る事業所からの繰り入れが負担増とならないよう、極力少なくする工夫

と努力が必要である。

［対応策］

○各事業所の経営状況の安定、財務面の強化

［中長期目標］

①事務局自体が、収益の上がる事業を工夫・開拓して取り入れる。

②経費節減に努め、①と合わせて、事業所からの繰り入れを１０％縮減する。

［具体的な取組］

◆事務局としての収益事業の工夫・開拓

◆コスト意識を高め、経費節減対策の実施

Ⅱ 事 業 体

《現状・課題》

これまで、会員や社会的なニーズに応えるべく、作業所や入所施設、グループホーム、

相談支援センター、障害児通所支援事業所などを開設してきたが、まだ広範なニーズに応

えられているとは言いがたい。

規模が小さく資金力が脆弱な熊本市育成会の事業所としては、新規事業に向けた資金調

達、土地購入の借入金返済、人材確保等も頭の痛いところではある。まずは安定的な事業

所運営を行うとともに、計画的な事業規模の拡大や新規事業の取組等により、会員や社会

的なニーズに応えられるようにしていきたい。

また、法人内の人事異動は、平成２８年度末に１回行われて以来、実施できていない。

事業所数が少ないことや事業所間の職員数の違いなども一因だが、職員の経験や視野の拡

大、資質向上のためには、異動や他の事業所の経験は不可欠である。

今後も、各事業所のよりよい在り方を模索するとともに、育成会事業所として、一体感

を持って会の理念や使命の実現に向けて取り組んでいく必要がある。

１ 育成会事業所ならではの良質な福祉サービスの提供

《取り組むべき方向性》

※育成会としてのミッション、役割、存在意義を踏まえた事業所運営の展開

（１）育成会の理念を踏まえた福祉サービスの追求

・事業所ごとに、育成会の理念を踏まえた福祉サービスを追求しているが、今後も、会の

理念等をきっちり踏まえた支援や福祉サービスの提供が求められる。

［対応策］

○育成会の理念を踏まえた育成会事業所ならではの福祉サービスの追求

［中長期目標］

①法人としての一体感を強めるとともに、育成会事業所職員に求められる倫理観や使命感、

理念等についての理解や認識を更に深める。
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②障がい福祉事業所に求められる様々な機能や福祉サービスの継続・発展のための取組へ

の理解を深める。

［具体的な取組］

◆利用者に寄り添い、利用者を第一に考えた福祉サービスの提供

・利用者、親・家族の思いや願いを大切にする

・個人の尊厳や人権、人格を尊重

・利用者の自己決定や意志決定、選択を尊重

・人権研修や虐待防止研修の充実させ、虐待をしない・させない職員体制づくり

・各事業所の基本理念や基本方針（「めざす職員像」）の明文化と唱和等により職員間

の理念等を共有。 [ex.]「しょうぶの里職員１０の誓い」

（２）職員の資質向上と福祉サービスの質の向上

・（１）を実現させるためには、職員の資質向上が不可欠である。

［対応策］

○福祉サービスの質の向上、居住環境の改善

［中長期目標］

①職員の資質やスキルの一層の向上を図るため、研修の強化と研修参加への体制を充実さ

せる。

②各事業所で、サービスについてのセルフチェックや自己評価を行い、必要な改善を行う。

③必要な改修や建て替えについて、優先順位を付けて計画的に取り組む。

④利用者の生命や安全確保のため、各事業所の現状に即した災害対策を行う。

［具体的な取組］

◆障がい特性等の知識、理解の獲得・向上

◆支援方法や支援スキルの獲得、向上

・職員研修（OJTとOFF-JT、SD）の強化

法人内、事業所内研修の充実

強度行動障害研修、介護職員研修等の外部研修受講

自己啓発、自己研修の充実

・職員の意見を職員研修の企画・内容に反映

◆サービスの点検と改善の実施

・事業所ごとのセルフチェックの実施

・福祉サービス第三者評価を受審（しょうぶの里）

◆苦情解決や相談体制の整備

◆施設設備の改修

・浴室・トイレ・洗面所等、水回りの改修（しょうぶの里）

・建て替え（第二ぎんなん作業所）

◆災害への対応

※各事業所の立地に基づいた災害対応

・水防法に基づく「避難確保計画」の作成・更新と避難訓練の実施

・「ＢＣＰ（災害に備えた事業継続計画）」の作成・更新と訓練の実施

・災害用備蓄品（水、食量、その他）の備え

（３）しょうぶの里の待機者（５０人超）への対応

・しょうぶの里（入所支援施設）では、現在５０人を超える入所待機者がいる。

会員の高齢化に伴う親亡き後への不安から希望が増加していると考えられる。

［対応策］
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○新しいグループホームの開設

・介護サービス包括型グループホーム

・日中サービス支援型グループホーム

［中長期目標］

①５年以内に日中サービス支援型グループホームの開設をめざす。

［具体的な取組］

◆日中サービス支援型グループホームの研究、実現

・資金計画の策定

・グループホームの基本計画の策定

※熊本市担当課への相談、協議

（４）事業所ごとの地域と連携した取組の充実

・育成会事業所、障がい児者の事業所ならでは取組をさらに強化する必要がある。

［対応策］

○地域に開かれた事業所運営と、地域における公益的活動の強化

○広報活動の充実

［中長期目標］

①事業所ごとに、地域に開かれた事業所づくりと「地域における公益的活動」に取り組む。

②ホームページその他での積極的な広報活動で事業所の紹介やＰＲに努める。

［具体的な取組］

※地域における障がいのある人の福祉サービス実施機関としての役割を実行

◆育成会ならではの事業所ごとの公益的な取組の展開

◆事業所の施設や機能の活用、地域への展開

[ex.]りょういく懇談会の開催、パンの配付、子ども食堂（て・い・く）／地区総会に

集会所を貸出（しょうぶの里）／駐車場を避難所として開放（グループホームぎん

なん）等

◆ホームページの定期的な更新、パンフ・リーフレット等の更新

２ 人材の確保と育成、資質の向上

《取り組むべき方向性》

※職員の人材確保、育成・資質向上、研修、資格取得への助成等の仕組みづくり

（１）福祉人材の確保

・人材の確保が年々難しくなる現状の中でも、質の高い人材を確保する必要がある。

［対応策］

○人材の確保、資質向上に向けた取組の充実

［中長期目標］

①必要な福祉人材を確保する。

②職員の資質向上が図れるよう職場環境を整える。

［具体的な取組］

◆直接支援に関わる職員等の正職員採用

・人材確保の観点から、利用者等に直接関わる支援員等を正職員に昇格、正職員の採用

・新卒者の獲得
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◆専門学校生等への奨学金制度等の優遇措置の検討

◆就職祝い金／定着祝い金等の検討

◆「めざす職員像」の明確化、共有化

・各事業所の基本理念や基本方針（「めざす職員像」）の明文化と唱和等による職員間

の共有

[ex.]「しょうぶの里職員１０の誓い」

◆育成会職員としての職員倫理の確立・向上

・全体研修会で年齢や経験等による階層別研修での講話、グループワーク

◆自己のキャリアが描ける仕組みづくり

[ex.]キャリアパスの明確化

（２）体系的な職員研修の実施

・小規模な法人・事業所のため、体系的な職員研修の実施が難しい。

［対応策］

○体系的な職員研修システムの確立

［中長期目標］

①法人、事業所内及び外部研修を活用した、年齢・経験等の階層に応じた研修体系を構築

して実施する。

②研修の成果を、可能な限り業務や待遇に反映させるようにする。

［具体的な取組］

◆新規職員研修、年齢や経験等による階層による研修の導入

[ex.] 採用1年未満／3年未満の職員に対する意図的、計画的なフォローアップ

◆研修受講後の待遇や給料（資格手当等）等へ反映

◆資格取得のための研修受講費、旅費等の補助

◆Ｗｅｂ研修による研修コスト（※旅費）減を研修受講者増に反映

◆育成会職員全体研修会の充実

（３）公正で客観的な人事評価の実施、及び人事考課の検討

・法人内で統一的な尺度による公正で客観的な人事評価を実施し、それを人事配置や昇給、

昇任等につなげるための人事考課について、実施の是非を含めて検討を行う。

［対応策］

○事務局、各事業所の実情をふまえた人事評価スケールの作成と実施

［中長期目標］

①人事評価・考課のスケール作成、及び評価・考課方法・仕組みを構築する。

②人事評価の実施と、これに基づく人事や昇給・昇任の在り方の人事考課を検討する。

［具体的な取組］

◆人事評価スケールの作成と評価の実施

◆人事評価・考課の仕組みの検討・構築

◆人事評価・考課による人事配置や昇給・昇任等を検討

（４）法人内の異動を促進し、職員の経験や視野の拡大を図る

・事業所の規模が小さく法人内の異動がなかなか進まないため、職員の経験や視野の拡大

が難しい。

［対応策］

○人事異動促進による職員の視野・経験の拡大
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○法人内外の事業所の視察・体験研修の実施

［中長期目標］

①人事異動、体験交流により、職員の経験や視野の拡大と意識変革、他事業所への相互理

解を推進する。

②さまざまな体験研修の機会をつくり職員の経験や視野の拡大を図る。

［具体的な取組］

◆人事異動を可能にする給与体系(資格手当、相談支援事業所等)及び就業規則の整備

◆円滑な人事異動のためのルールづくり

[ex.] ２年に１件以上の人事異動

◆円滑な人事異動のための職員へのヒアリング実施

◆１日、１週間、１ヶ月、１年等の期間での職場体験交流等の実施

◆法人内外の事業所間で、期限付き（１年、２年）の人事交流を実施

※経験や視野の拡大、リーダーシップの醸成、マネージメント能力等の向上

（５）次代を担う人材の育成

・次の時代を担う人材が十分に育っているとは言いがたい状況がある。

［対応策］

○次代を担う人材の育成

［中長期目標］

①人事異動や体験研修、その他の取組により、人材を育てる。

［具体的な取組］

◆施設長（所長）、副施設長等の人材育成

[ex.]５年後に生え抜きの施設長（所長）の誕生

◆主任レベル等の育成

３ 働きやすい、働きがいのある職場環境

《取り組むべき方向性》

※育成会としての理念の追求と利用者本位の福祉サービス充実のための、職員待遇の向上、

働きやすい、働きがいのある職場づくり

（１）働きやすい、働きがいのある職場環境を実現させ、質の高いサービスを提供する

・法人として規模が小さく資金力が弱いため、待遇や福利厚生の向上は容易ではないが、

働きやすい、働きがいのある職場づくりに向けて取り組む必要がある。

［対応策］

○待遇面の改善・充実、新たな特別休暇、制度等の導入

［中長期目標］

①法人・事業所の経営体力を踏まえつつ、働きやすい職場を目指して、時代に応じたｏｒ

時代を先取りした取組を検討・実施する。

［具体的な取組］

◆業務に見合う報酬体系の整備（相談支援事業所）

◆夜勤手当の充実（しょうぶの里）

◆資格取得手当・一時金支給等の制度創設

◆特別休暇の拡充（[ex.] 夏休み制度の創設、リフレッシュ休暇、配偶者の出産、資格取
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得のための休暇等）

◆均衡待遇、均等待遇（同一労働同一賃金）の実施

◆メンタルヘルスへの対策強化

（２）最新の労働法令や制度改正に即した就業規則

・事務局、事業所間で就業規則の整合性や統一が取れていないところがある。

・時代や社会の変化に合った今日的な就業規則へ改定を行っていく必要がある。

［対応策］

○法令や制度の改善等に基づき、時代状況や今日性のある就業規則の改定等

［中長期目標］

①法令や制度改正に基づき、時代や社会の変化に合った今日的な就業規則へ改定を行う。

［具体的な取組］

◆働き方改革の反映

◆ハラスメント（セクハラ、パワハラ等）の防止

◆女性、妊産婦等への配慮

◆育児・介護のための諸制度の普及徹底

・育児休業、介護休業、看護休暇、介護休暇等の確保

◆時間休の導入

※事業所ごとに職員アンケートの実施

・職員の勤務時間の把握のシステム導入

・超過勤務の縮減、ノー残業デーの設定

◆男性職員の育児休暇、育児休業取得の普及

◆定年制延長の検討

４ 安定的な事業所運営と新規事業の展開

《取り組むべき方向性》

※各事業所における安定的な事業運営と新規事業展開のための取組

（１）安定的な経営基盤の実現

・資金力が弱く経営基盤が脆弱なため、安定的な経営基盤の確立が必要である。

［対応策］

○各事業所の経営状況の安定、財務面の強化

［中長期目標］

①財務に裏付けされた大規模改修や新規事業推進に向けた経営計画を立案する。

②リアルタイムに経営状況を客観的に把握・評価できるようにする。

［具体的な取組］

◆法人及び各事業所の財務状況の安定

◆経費節減対策の実施

◆職員のコスト意識の醸成

（２）新規事業や、大規模改修、建て直し等の実現

・新規事業や大規模改修、建て直し等の資金需要に対応できにくい現状はあるが、会員そ

の他のニーズに応じるために、新規事業に積極的に取り組む必要がある。
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［対応策］

○新規事業や事業拡大、大規模改修・建て直し等のための資金計画立案

［中長期目標］

①各事業所において、新規事業や改修、建屋購入等について、目標を立てて整理・検討す

る。

② ①に関する資金計画を法人全体で取りまとめ、実現の可否を検討する。

［具体的な取組］

◆専門家の助言を得て、現在の育成会の経営体力でどこまで実現可能か精査を行う。

・会員や関係者のニーズや障がい福祉の動向を踏まえた事業拡大や新規事業の優先順位

の検討

・長期の借入金等の検討

◆それぞれの計画推進のため、戦略チームで検討を進める（チーム構成：責任者、職員代

表、家族代表など）

（３）個々の事業所での経営等に関する課題への対応

・個々の事業所では、経営等に関するそれぞれの課題を抱えている。

［対応策］

○各事業所の状況に応じた取組

［中長期目標］

①法人・事業所の資金力、会員や関係者のニーズや障がい福祉の動向を踏まえた事業拡大

や新規事業に優先順位を付けて取り組む。

［具体的な取組］

◆しょうぶの里

※利用者の高齢化への対応（バリアフリー）、築２０年を迎えた施設の大規模改修実施

【大まかな目途】

①新作業棟横トイレ新設 ［※今年度］

②エアコン全面取り替え ［※３年以内］

③トイレ、浴室、洗面所等の水回りの改修 ［※５年以内］

◆第二ぎんなん作業所

※老朽化した建物の建て替え

①建て替え ［※１０年以内］

◆子ども育ちの家「て・い・く」

※ニーズに応える事業拡大

①第２、第３の障害児通所支援事業所の開設

・放課後等デイサービスと児童発達支援の分離 ［※今年度］

◆グループホーム、その他

※基盤強化と新たなニーズに応える

①あいりす土地家屋取得、または別の土地・家屋の取得 ［※３年以内］

②「日中サービス支援型グループホーム」開設 ［※５年以内］

③障がいのある高齢者のための福祉サービスの提供 ［※ ？ ］

西区上高橋の土地活用の検討
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５ 熊本市手をつなぐ育成会の「中長期計画・ビジョン」 ［概要図］

［テーマ］ ～社会や時代のニーズに応える熊本市手をつなぐ育成会組織と活動～

（１）将来的な会員の見込み、動向への対応
(1)-1 高齢化した初期の会員への対応
(1)-2 若い親世代の新規加入を促進

（２）育成会の存在感の維持・向上
（３）委員会活動の充実
（４）会員や障がいのある子どもの親の声を着実に行政

につなぐ
（５）本人活動（青年教室・つなごう会）の展開

（１）次代を担う人材の発掘・育成
（２）賛助会員や協力者の維持・拡大
（３）時代に応じたネットワークづくりや情報発信
（４）事務局に情報発信・集約のセンターとしての役割

※時代や社会状況に応
じた育成会としての
ミッション、役割、
存在意義を踏まえた
育成会運動の展開

※育成会運動を支える
ための組織の維持・
強化

１ 育成会運動の充実
・活性化運

動

体

３ 働きやすい、働き
がいのある職場環境

４ 安定的な事業所運
営と新規事業の展開

（１）育成会の理念を踏まえた福祉サービスの追求
（２）職員の資質向上と福祉サービスの質の向上
（３）しょうぶの里の待機者（５０人超）への対応
（４）各事業所ごとの地域と連携した取組の充実

（１）福祉人材の確保
（２）体系的な職員研修の実施
（３）公正で客観的な人事評価・人事考課の実施
（４）法人内の異動を促進し、職員の経験や視野の拡大

を図る
（５）次代を担う人材の育成

（１）安定的な経営基盤の実現
（２）新規事業や、大規模改修、建て直し等の実現
（３）個々の事業所での経営等に関する課題への対応

２ 人材の確保と育成、
資質の向上

※育成会としてのミッ
ション、役割、存在
意義を踏まえた事業
所運営の展開

※職員の人材確保、育
成・資質向上、研修、
資格取得への助成等
の仕組みづくり

※育成会としての理念の
追求と利用者本位の福
祉サービス充実のため
の、職員処遇の向上、
働きやすい、働きがい
のある職場づくり

※各事業所における安
定的な事業運営と新
規事業展開のための
取組

１ 〔育成会事業所な
らではの〕良質な福
祉サービスの提供

事

業

体

２ 安定的な組織運営

（１）働きやすい、働きがいのある職場環境を実現させ、
質の高いサービスを提供する

（２）最新の労働法令や制度改正に即した就業規則改定
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６ 熊本市手をつなぐ育成会 中長期計画経営計画

（１）財務計画 （単位：千円）

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

収 入(1) 18,484 18,500 18,600 18,700 18,800 18,900 19,000

事 拠点区分収入(内数) 6,450 15,550 15,400 15,250 15,100 14,950 14,800

務 支 出(2) 20,516 20,400 20,300 20,200 20,100 20,000 19,000

局 拠点区分支出(内数) 3,503 4,300 4,200 4,100 4,000 3,900 3,800

収支差額(1)-(2) -2,032 -1,900 -1,700 -1,500 -1,300 -1,100 0

収 入(1) 204,645 207,429 210,000 216,200 216,200 214,200 214,200

拠点区分収入(内数) 150 1,210 2,150 2,150 2,150 150 150

支 出(2) 189,015 199,461 203,000 204,500 205,800 207,100 208,400

拠点区分支出(内数) 13,650 15,110 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

収支差額(1)-(2) 15,630 7,968 7,000 11,700 10,400 7,100 5,800

収 入(1) 40,663 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000 42,000

拠点区分収入(内数) 0 0 0 0 0 0 7,500

支 出(2) 41,246 41,700 41,500 41,500 41,500 41,500 41,500

拠点区分支出(内数) 300 0 0 0 0 0 0

収支差額(1)-(2) -583 300 500 500 500 500 500

収 入(1) 36,475 35,000 37,000 37,000 47,000 50,000 55,000

拠点区分収入(内数) 7,703 0 0 0 0 0 0

支 出(2) 28,187 30,000 30,000 30,000 40,000 40,000 47,000

拠点区分支出(内数) 0 1,000 2,000 2,000 2,000 703 0

収支差額(1)-(2) 8,288 5,000 7,000 7,000 7,000 10,000 8,000

収 入(1) 10,423 10,450 10,550 10,600 10,650 10,700 10,750

拠点区分収入(内数) 3,150 4,300 4,200 4,100 4,000 3,900 3,800

支 出(2) 10,817 10,800 10,790 10,780 10,770 10,760 10,750

拠点区分支出(内数) 0 0 0 0 0 0 0

収支差額(1)-(2) -394 -350 -240 -180 -120 -60 0

収 入(1) 310,690 313,379 318,150 324,500 334,650 335,800 340,950
総

支 出(2) 289,781 302,361 305,590 306,980 318,170 319,360 326,650
計

収支差額(1)-(2) 20,909 11,018 12,560 17,520 16,480 16,440 14,300

※Ｒ２年度までは実数、Ｒ３年度以降は見込み数で記載
※拠点区分間収支の欄は、各事業所間でやり取りする繰入金収支を内数として記載

《事務局》

・会員・賛助会員を増やし、増収を図る。

・リース代等を見直し、削減する。消耗品費・事務費等の支出を抑え、削減する。

・Ｒ７年度までに赤字を解消する。（※拠点区分間の繰入金は除く。）

《しょうぶの里》

・収入はＲ３年度前半までは新型コロナの影響による短期入所・日中一時の減収を見込む。

・Ｒ３年度の支出は、Ｒ２年度の支出見込みをベースに、給与規定見直し、職員の増減、育

児休業期間等を加味して人件費を算出。コロナ対策に伴う費用も加味。

・Ｒ４年度以降の支出は人件費の伸び率を見込んでいる。

《第二ぎんなん作業所》

・Ｒ元年度は土地購入に伴う水道工事等の経費支出があり、収支はマイナス。

・Ｒ２年度は通常以外の支出はなく、定員の充足で福祉収入が増額、収支の改善が図れた。

・Ｒ３年度以降も、定員充足での運営を基本に、少しずつ将来の建て替え資金を積み立てる。

し
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・平均工賃月額が福祉収入算定の基準となるため、就労収入の向上は不可欠。

《て・い・く》

・Ｒ３年４月から児童発達支援事業を城山下代に移して定員を倍増させ、現在の事業所は放

課後等デイサービスのみとし、定員を２倍の１０人とする。

・定員枠増により、１ヶ月の利用者目標を児童発達支援を１００人、放課後等デイサービス

３００人に設定する。

・定員増により、現職員の待遇改善とともに新規職員の採用を行う。

・事業運営をＲ４年度を目途に安定させ、Ｒ５年度に「て・い・く」Ⅱの開所をめざす。

《地域生活支援センターぎんなん》

・新規相談者の受入れをできるだけ引き受け、増収を図る。

・事務費等を抑え、支出を削減する。Ｒ７年度までに赤字を解消する。

（２）施設整備計画 （単位：千円）

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

土砂防止フ 多目的簡易 浴室改修 空調機改修 空調機改修 トイレ・洗
しょう 事 項 ェンス、給 居室 Ⅰ期 Ⅱ期 面所改修

湯設備
ぶの里

金 額 1,070 6,200 6,000 30,000 20,000 5,000
第二ぎ 事 項 耐震補強 床工事 事務棟新築

んなん 金 額 2,000 1,000 30,000
空 地 整 備 一の多機能 R5に向け 「て・い・ R7に向け 「て・い・

事 項 砂、砂利 型 事 業 所 た準備期間 く」Ⅱ た準備期間 く」Ⅲ
て･い･く （児童発達 老朽化改修 保育所等訪 老朽化改修 保育所等訪

支援） 問支援 問支援

金 額 30 300 150 1,500 150 1,500
グルー 土地購入、

事 項 日中サービ
プホー ス支援型Ｇ

Ｈ開設
ム

金 額 80,000
総 計 1,070 30 8,500 7,150 31,500 20,150 116,500

《しょうぶの里》

・Ｒ３年度は感染症対策に伴う簡易居室の整備。Ｒ４年度以降は、高齢化に対応した施設改

修及び施設設備の老朽化に伴う大規模改修を年次計画で実施する予定。

《第二ぎんなん作業所》

・現在の施設（事務棟）が老朽化。安全面や生活の質の向上、将来の事業拡大のためには、

施設の建て替えが必要。

・しかし、現状では建て替えの資金が不足するため、一時的には耐震補強が必要。

その場合も多額の費用が必要となり、その費用の捻出策の検討も必要になる。

・建て替えについては、助成金を活用しながら経費が抑えられるプレハブ構造の建築物等を

考えていく必要がある。

土地の活用という点からは、Ｂ型事業のみにこだわらず、育成会として今後の福祉ニーズ

に合わせた複合的な施設を検討していく必要がある。

《て・い・く》

・Ｒ２年度････駐車場が水はけが悪く雨期時は冠水するため砂利と砂を補充。

・Ｒ３年度････多機能型事業所開設のための開所資金（机、椅子、書架等の備品・教材教具

・固定電話他）
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・Ｒ４年度････放課後等デイサービス事業所の床面等補強改修工事

・Ｒ５年度････「て・い・く」Ⅱ開所資金

・Ｒ７年度････「て・い・く」Ⅲ開所資金

《グループホーム》

・現在、賃貸しているあいりすの取得、または別の場所への移転

・日中サービス支援型グループホームの開設

（３）要員計画 （単位：人）

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

正職員 1 2 2 2 2 2 2
嘱託職員 1 0 0 0 0 0 0

事務局
パート職員 1 1 1 1 1 1 1

計 3 3 3 3 3 3 3
正職員 21 24 22 22 22 22 24

しょうぶ 嘱託職員 3 2 3 3 3 3 4
の里 パート職員 14 15 16 16 16 16 20

計 38 41 41 41 41 41 48
正職員 4 4 4 4 4 4 4

第二ぎん
嘱託職員

なん作業
パート職員 2 2 2 2 2 2 2

所
計 6 6 6 6 6 6 6

正職員 3 3 4 5 8 8 10
嘱託職員 1 1 2 1 1 1 2

て･い･く
パート職員 2 3 2 2 2 2 2

計 6 7 8 8 11 11 14
正職員 1 1 1 1 1 1 1
嘱託職員 2 2 2 2 2 2 2

相談支援
パート職員 0 0 0 0 0 0 0

計 3 3 3 3 3 3 ３

正職員 30 34 33 34 37 37 41
嘱託職員 7 5 7 6 6 6 8

総 計
パート職員 19 21 21 21 21 21 25

計 56 60 61 61 64 64 74

※しょうぶの里は、グループホームも含む。
《しょうぶの里》

・定年退職に伴う再雇用への切替えや人材確保のための新規採用を見込む。

・Ｒ７年度････日中サービス支援型グループホーム開設で人員増を見込んだ。

《第二ぎんなん作業所》

・現状の施設では、生活面、作業面でとても限られた空間である。将来的には建て替えに併

せ、定員増等の事業拡大を目指し、それによる職員の増員が必要になる。

《て・い・く》

・Ｒ３年度････退職者１名の補充で嘱託職員を正職者に、非常勤雇用職員を嘱託職員に昇格

させる。利用者増への対応のため新卒者採用を行う。

・Ｒ４年度････新規に保育所等訪問支援事業を行うため正職員を雇用する。

・Ｒ５年度････「て・い・く」Ⅱ開所のために新規職員を採用する。

・Ｒ７年度････「て・い・く」Ⅲ開所のために新規職員を採用する。
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７ 熊本市手をつなぐ育成会 「中長期目標・ビジョン等」 【一覧表１】

［テーマ］
～社会や時代のニーズに応える熊本市手をつなぐ育成会組織と活動～

１ 運動体
※時代や社会状況に応じた育成会としてのミッション、役割、存在意義を踏まえた育成会運動の展開

対 応 策 目 標 具 体 的 な 取 組 対応

（１）将来的な ①初期の頃からの会 ◆会員への意向調査の実施 新規
会員の見込 員に向けた取組の
み、動向へ 充実を図る。 ◆施設利用会員への出張相談会の実施 新規
の対応

(1)-1 高齢化し ②５年以内に日中サ ◆成年後見制度・親亡き後のお金の話、終 充実/新規
た初期の頃 ービス支援型グル 活等についての研修の実施
からの会員 ープホームの開設
への対応 をめざす。 ◆育成会の団体保険の活用 充実

◆日中サービス支援型グループホームの実現 新規

(1)-2 若い親世 ①会員や外部向けの ◆障がいのある人に関する様々な制度や法律 新規
代の新規加 セミナー、研修会 などの分かりやすい講演会の実施
入を促進 等を定期的に開催 ［※年１回］

する。
◆子どもの年齢や状況等に応じたセミナー 新規
の実施 ［※年１回］

◆学校やＰＴＡ、保護者グループ等を対象と 充実
した福祉サービスなどの説明会の実施

◆行政・福祉サービス情報の提供 新規
［※ＨＰ上で］

②子育てで悩む方を ◆療育懇談会（講話やグループワーク、個 充実
対象とした相談会 別相談）
・研修会等を定期
的に開催する。 ◆月例座談会「先輩教えて」「ちょっと聞い 充実

てよ」出張型座談会の実施

③ＳＮＳやオンライ ◆情報発信力の強化（システム構築、Ｗｅ 充実/新規
ンのＷｅｂ会議シ ｂコンテンツの蓄積等）
ステム等を用いた
情報発信を行う。 ◆ＨＰ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒ充実/新規

ａｍなどの活用で“活動の見える化”、情
報の公開など。

④電話やＳＮＳ、Ｗ ◆子育て（育児・療育）、教育、福祉、身の 新規
ｅｂ会議システム 上など、子育て世代の親の悩みに応じる相
等を用いてオンラ 談体制の構築と相談の実施
インで相談を受け
付ける。 ◆特別支援学校・特別支援学級への地道な働 充実

きかけ

◆て・い・く利用者への入会の働きかけ 新規

◆育成会の団体保険の活用 充実

（２）育成会の ①会の存在や活動を ◆定期大会の在り方・内容の検討・見直し 充実
存在感の維 積極的に外部へ発
持・向上 信する。 ◆活動内容のＰＲ（ＨＰ以外の方法の用意）充実/新規

②本人活動を充実さ
せ、活動をアピー ◆本人活動の支援の充実（ボランティアの 充実
ルする。 育成）

１
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（３）委員会活 ①「集まる・話す」 ◆少人数でも集まる回数を増やす 充実
動の充実 が難しい中での「集

まる工夫」「集まら ◆ＬＩＮＥやＺｏｏｍを活用したミニ研修・ 新規
なくてもできる対 相談会の実施
応」等を実行する。

②各委員会の活性化と
相談員による相談機
能を強化させる。

③Ｗｅｂ会議システ
ムの活用を図る。

（４）会員や障 ①会員や親の意見や ◆福祉・教育行政機関との意見交換会を通 充実
がいのある 要望等を、今後も行 じた信頼強化、要望実現に向けた取組
子どもの親 政に届ける橋渡しの
の声を着実 役割を担っていく。 ◆障がいに関する理解啓発活動の推進 充実
に行政につ
なぐ ◆権利擁護の取組の強化 充実

（５）本人活動 ①実施内容や方法を ◆毎月１回の活動継続 充実
（青年教室 工夫しながら、月
・つなごう １回の活動を継続 ◆本人の意見発表の場の確保（市・県・九 充実
会）の展開 していく。 州大会等）

◆新たな支援者の確保 充実

※育成会運動を支えるための組織の維持・強化

対 応 策 目 標 具 体 的 な 取 組 対応

（１）次代を担 ①次代を担う学齢期 ◆はじめから「入会」ではなく、「会を利用 新規
う人材の発 会員の入会を促進 してもらうこと」で、人材を発掘。（育成
掘・育成 する。 会投稿サイトなど）

②次世代役員の発掘 ◆令和３年度改選の評議員の人選 充実
する。

◆運動体の存続・活性化のための対策会議 新規
の実施

（２）賛助会員 ①育成会活動やつな ◆協力者の発掘 充実
や協力者の ごう会の活動を積
維持・拡大 極的にアピールし、◆疑似体験会で理解を広め、新たな理解者 充実

協力者や賛助会員 の拡大を図る
の増加につなげる。

（３）時代に応じ ①Ｆａｃｅｂｏｏｋ等のＳ ◆情報発信力の強化（ＳＮＳ等） 充実/新規
たネットワ ＮＳの発信をもと
ークづくり に、ネットワーク
や情報発信 をつくる。

（４）事務局に ①さまざまなニーズ ◆法人のセンターとしての機能の強化 充実
情報発信・ に応えられる即応
集約のセン 性と、情報発信を ◆情報発信拠点、集約拠点としての役割の 充実/新規
ターとして 可能にする対応力 強化
の役割 を高める。 ・ＨＰ以外の各種ＳＮＳでの発信力の強化

・テレビ会議、Zｏｏｍ等のＷｅｂ会議
等、オンラインでの双方向の情報通信
・提供

（５）安定した ①事務局自体が、収 ◆事務局としての収益事業の工夫・開拓 新規
経営基盤の 益の上がる事業を
実現 工夫・開拓して取 ◆コスト意識を高め、経費節減対策の実施 新規

り入れる。
②経費節減に努め、
①と合わせ、事業
所からの繰り入れ
を１０％縮減する。

２
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２ 事業体

※育成会としてのミッション、役割、存在意義を踏まえた事業所活動の展開

対 応 策 目 標 具 体 的 な 取 組 対応

（１）育成会の ①法人としての一体 ◆利用者に寄り添い、利用者を第一に考え 充実
理念を踏ま 感を強めるととも た福祉サービスの提供
えた福祉サ に、育成会事業所 ・利用者、親・家族の思いや願いを大切
ービスの追 職員に求められる にする
求 倫理観や使命感、 ・個人の尊厳や人権、人格を尊重

理念等について理 ・利用者の自己決定や意志決定、選択を
解や認識を更に深 尊重
める。 ・人権研修や虐待防止研修の充実させ、

②障がい福祉事業所 虐待をさせない職員体制づくり
に求められる様々 ・各事業所の基本理念や基本方針（「めざ
な機能や福祉サー す職員像」）の明文化と唱和等により職
ビスの継続・発展 員間の理念等を共有。
のための取組への
理解を深める。

（２）職員の資 ①職員の資質やスキ ◆障がい特性等の知識、理解の獲得・向上 充実
質向上と福 ルの一層の向上を
祉サービス 図るため、研修の ◆支援方法や支援スキルの獲得、向上 充実/新規
の質の向上 強化と研修参加へ ・職員研修（OJTとOFF-JT、SD）の強化

の体制を充実させ 法人内、事業所内研修の充実
る。 強度行動障害研修、介護職員研修等の

外部研修受講
自己啓発、自己研修の充実

・職員の意見を職員研修の企画・内容に
反映。

②各事業所で、サー ◆サービスの点検と改善の実施 充実/新規
ビスについて、セ ・事業所ごとのセルフチェック実施
ルフチェックや自 ・福祉サービス第三者評価受審（しょう
己評価討を行い、 ぶの里）
必要な改善を行う。

◆苦情解決や相談体制の整備 充実

③必要な改修や建て替 ◆施設設備の改修 新規
えについて、優先順 ・フロ・トイレ・洗面所等、水回りの改
位を付けて計画的に 修（しょうぶの里）
取り組む。 ・建て替え（第二ぎんなん作業所）

④利用者の生命や安 ◆災害への対応 充実
全確保のため、各 ・水防法に基づく「避難確保計画」作成
事業所の現状に即 ・更新と避難訓練の実施
した災害対策を行 ・ＢＣＰ（災害に備えた事業継続計画）
う。 作成・更新と訓練の実施

・災害用備蓄品（水、食量、その他）の備え

（３）しょうぶ ①５年以内に日中サ ◆日中サービス支援型グループホームの実 新規
の里待機者 ービス支援型グル 現
（５０人超） ープホームの開設 ・資金計画の策定
の対応 をめざす。 ・グループホームの基本計画の策定

（４）事業所ご ①事業所ごとに、地 ◆育成会ならではの事業所ごとの公益的な 充実/新規
との地域と 域に開かれた事業 取組の展開
連携した取 所づくりと「地域
組の充実 における公益的活 ◆事業所の施設や機能の活用、地域への展 充実/新規

動」に取り組む。 開

①ホームページその ◆ホームページの定期的な更新、パンフ・ 充実
他での積極的な広 リーフレット等の更新
報活動で事業所の
紹介に努める。

１
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※職員の人材確保、育成・資質向上、研修、資格取得への助成等の仕組みづくり

対 応 策 目 標 具 体 的 な 取 組 対応

（１）福祉人材 ①必要な福祉人材を ◆直接支援職員等の正職員採用 充実
の確保 確保する。 ・人材確保の観点から、利用者等に直接

関わる支援員等を正職員で採用。
②職員の資質向上が ・新卒者の獲得。
図れるよう職場環
境を整える。 ◆専門学校生等への奨学金制度等の優遇措置の 新規

検討

◆就職祝い金／定着祝い金等の検討 新規

◆「めざす職員像」の明確化、共有化 充実/新規
・各事業所の基本理念や基本方針（「めざ
す職員像」）の明文化と唱和等による職
員間の共有

◆育成会職員としての職員倫理の確立・向 充実/新規
上
・全体研修会で年齢・階層別研修等での
講話、グループワーク

◆自己のキャリアが描ける仕組みづくり 新規
・キャリアパスの明確化

（２）体系的な ①法人、事業所内及 ◆新規職員研修、年齢・階層などによる研 充実/新規
職員研修の び外部研修を活用 修の導入
実施 した、年齢・経験 ・採用1年未満／3年未満の職員に対する

等の階層に応じた 意図的、計画的なフォローアップ
研修体系を構築し
て実施する。 ◆研修受講後の待遇や給料（資格手当等） 新規

等へ反映
②研修の成果を、可
能な限り業務や待 ◆資格取得のための研修受講費、旅費等の 新規
遇に反映させるよ 補助
うにする。

◆Ｗｅｂ研修による研修コスト（※旅費） 新規
減を研修受講者増に反映

◆育成会職員全体研修会の充実 充実

（３）公正で客 ①人事評価・考課ス ◆人事評価スケールの作成と評価の実施 充実/新規
観的な人事 ケール作成、及び
評価の実施 評価・考課方法・
と、人事考 仕組みを構築する。◆人事評価・考課の仕組みの検討・構築 新規
課の実施の ②人事評価の実施と、
検討 これに基づく人事や

昇給・昇任の在り方 ◆人事評価・考課による人事配置や昇給・ 新規
の人事考課を検討す 昇任等を検討
る。

（４）法人内の ①人事異動、体験交 ◆人事異動を可能にする給与体系(資格手当、 新規
異動を促進 流により、職員の 相談支援事業所等)及び就業規則の整備
し、職員の 経験や視野の拡大
経験や視野 と意識変革、他事 ◆円滑な人事異動のためのルールづくり 充実/新規
の拡大を図 業所への相互理解 [ex.] ２年に１件以上の人事異動
る を推進する。

◆円滑な人事異動のための職員へのヒアリ 新規
ング実施

②さまざまな体験研 ◆１日、１週間、１ヶ月、１年等の期間で 充実/新規
修の機会をつくり の職場体験交流等の実施
職員の視野や経験
の拡大を図る。 ◆法人内外の事業所間で、期限付き（１年、 新規

２年）の人事交流の実施

２
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（５）次代を担 ①人事異動や体験研修 ◆施設長（所長）、副施設長等の人材育成 充実
う人材の育 その他の取組によ
成 り、人材を育てる。 ◆主任等レベルの育成 充実

※育成会としての理念の追求と利用者本位の福祉サービス充実のための、職員処遇の向上、働き
やすい、働きがいのある職場づくり

対 応 策 目 標 具 体 的 な 取 組 対応

（１）働きやす ①法人・事業所の経 ◆業務に見合う報酬体系の整備（相談支援 新規
い、働きがい 営体力を踏まえつ 事業所）
のある職場環 つ、働きやすい職
境を実現さ 場を目指して、時 ◆夜勤手当の充実（しょうぶの里） 充実
せ、質の高い 代に応じたｏｒ時
サービスを提 代を先取りした取 ◆資格取得手当・一時金支給等の制度創設 新規
供する 組を検討・実施す

る。 ◆特別休暇の拡充（[ex.] 夏休み制度の創 充実/新規
設、リフレッシュ休暇、配偶者の出産、
資格取得のための休暇等）

◆均等待遇・均衡待遇（同一労働同一賃金） 充実
実施

◆メンタルヘルスへの対策強化 充実

（２）最新の労 ①法令や制度改正に ◆働き方改革の反映 充実
働法令や制度 基づき、時代や社
改正に即した 会の変化に合った ◆ハラスメント（セクハラ、パワハラ等） 充実
就業規則改定 今日的な就業規則 の防止

へ改定を行う。
◆女性、妊産婦等への配慮 充実

◆育児・介護のための諸制度の普及徹底 充実
・育児休業、介護休業、看護休暇、介護
休暇等の確保

◆時間休の導入 （※導入に当たり事業所 新規
ごとに職員アンケート実施）
・職員の勤務時間把握のシステム導入
・超過勤務の縮減、ノー残業デーの設定

◆男性職員の育児休暇、育児休業の普及 充実/新規

◆定年制延長の検討 新規

※各事業所における安定的な事業運営と新規事業展開のための取組

対 応 策 目 標 具 体 的 な 取 組 対応

（１）安定的な ①財務に裏付けされ ◆法人及び各事業所の財務状況の安定 充実
経営基盤の実 た大規模改修や新
現 規事業推進に向け ◆経費節減対策の実施 新規

た経営計画を立案
する。 ◆職員のコスト意識の醸成 充実/新規

②経営状況をリアル
タイムで客観的に
把握・評価する。

（２）新規事業 ①各事業所におい ◆専門家の助言を得て、現在の育成会の経 新規
や、大規模改 て、新規事業や改 営体力でどこまで実現可能かを精査。
修、建て直し 修、建屋購入等に ・会員や関係者のニーズや障がい福祉の
等の実現 ついて、目標を立 動向を踏まえた事業拡大や新規事業の

てて整理・検討す 優先順位の検討
る。 ・長期の借入金等の検討

② ①に関する資金

３
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計画を法人全体で
取りまとめ、実現 ◆それぞれの計画推進のため、戦略チーム 新規
の可否を検討す で検討を進める（チーム構成：責任者、
る。 職員代表、家族代表など）

（３）個々の事 ①法人・事業所の資 ◆しょうぶの里
業所での経営 金力、会員や関係 ・利用者の高齢化への対応（バリアフリ
等に関する課 者のニーズや障が ー）、築２０年を迎えた施設の大規模改
題への対応 い福祉の動向を踏 修の実施

まえた事業拡大や ①新作業棟横トイレ新設 新規
新規事業に優先順 ②エアコン全面取り替え 新規
位を付けて取り組 ③トイレ、浴室、洗面所等の水回り改修 新規
む。

◆第二ぎんなん作業所
・老朽化した建物の建て替え
①建て替え 新規

◆子ども育ちの家「て・い・く」
・ニーズに応える事業拡大
①第２、第３の新規事業所の開設 新規

・第２ていく（放デと児発の分離）
②「て・い・く」の家屋改修 新規

◆グループホーム、その他
・基盤強化と新たなニーズに応える
①あいりす土地家屋取得、別の土地・ 新規
家屋の取得

②「日中サービス支援型グループホー 新規
ム」開設

③障がいのある高齢者のための福祉サ 新規
ービスの提供
西区上高橋の土地活用の検討 新規

４
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８ 熊本市手をつなぐ育成会 「中長期目標・ビジョン等」 【一覧表２】

［テーマ］
～社会や時代のニーズに応える熊本市手をつなぐ育成会組織と活動～

１ 運動体

※時代や社会状況に応じた育成会としてのミッション、役割、存在意義を踏まえた育成会運動の展開

具 体 的 な 取 組 対応 経費(万) 優先度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

◆会員への意向調査の実施 新規 ３ Ａ

◆施設利用会員への出張相談会の実施 新規 － Ａ

◆成年後見制度・親亡き後のお金の話、終 充実/新規 ２～ Ａ
活等についての研修の実施 １０

◆育成会の団体保険の活用 充実 － Ａ

◆日中サービス支援型グループホームの実 新規 ？ Ａ
現

◆障がいのある人に関する様々な制度や法 新規 ２～ Ａ
律などの分かりやすい講演会の実施 １０
［※年１回］

◆子どもの年齢や状況等に応じたセミナー 新規 ２～ Ａ
の実施 ［※年１回］ １０

◆学校やＰＴＡ、保護者グループ等を対象 充実 － Ｂ
とした福祉サービスなどの説明会の実施

◆行政・福祉サービス情報の提供 新規 － Ａ
［※ＨＰ上で］

◆療育懇談会（講話やグループワーク、個 充実 ２～ Ａ
別相談） １０

◆月例座談会「先輩教えて」「ちょっと聞 充実 － Ａ
いてよ」出張型座談会の実施

◆情報発信力の強化（システム構築、Ｗｅ 新規 ？ Ａ
ｂコンテンツの蓄積等）

◆ＨＰ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇ
ｒａｍ等の活用で“活動の見える化”、情 新規 ？ Ａ
報の公開など。

◆子育て（育児・療育）、教育、福祉、身の
上など、子育て世代の保護者の悩みに応 新規 － Ａ
じる相談体制の構築と相談の実施

◆特別支援学校・特別支援学級への地道な働 充実 － Ｂ
きかけ

◆て・い・く利用者への入会の働きかけ 新規 － Ｂ

◆定期大会の在り方・内容の検討・見直し 充実 － Ａ

◆活動内容のＰＲ(ＨＰ以外の方法の用意) 新規 － Ａ

◆本人活動の支援の充実（ボランティアの 充実 － Ａ
育成）

◆少人数でも集まる回数を増やす 充実 － Ａ

１
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優 Ｓ：最優先 （実線）：実施（新規）

先 Ａ：優先 （波線）：実施（充実）

度 Ｂ：状況を考慮 （点線）：検討、準備
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◆ＬＩＮＥやＺｏｏｍを活用したミニ研修 新規 － Ａ
・相談会の実施

◆福祉・教育行政機関との意見交換会を通じ 充実 － Ｓ
た信頼強化、要望実現に向けた取組

◆障がいのある人に関する理解啓発活動の 充実 － Ｓ
推進

◆権利擁護の取組の強化 充実 － Ｓ

◆毎月１回の活動継続 充実 － Ａ

◆本人の意見発表の場の確保（市・県・九 充実 － Ａ
州大会等）

◆新たな支援者の確保 充実 － Ａ

※育成会運動を支えるための組織の維持・強化

具 体 的 な 取 組 対応 経費(万) 優先度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

◆はじめから「入会」ではなく、「会を利
用してもらうこと」で、人材を発掘。（育 新規 － Ａ
成会投稿サイトなど）

◆令和３年度改選の評議員の人選 充実 － Ｂ

◆運動体の存続・活性化のための対策会議 新規 － Ａ
の実施

◆新たな協力者の発掘 充実 － Ａ

◆疑似体験会で理解を広め、新たな理解者 充実 － Ａ
の拡大を図る

◆情報発信力の強化（ＳＮＳ等） 新規 － Ａ

◆法人のセンターとしての機能の強化 充実 －

◆情報発信拠点、集約拠点としての役割強
化
・ＨＰ以外の各種ＳＮＳで発信力強化 新規 ？ Ａ
・テレビ会議、Zｏｏｍ等のＷｅｂ会議
等、オンラインでの双方向の情報通信
・提供

◆事務局としての収益事業の工夫・開拓 新規 － Ｂ

◆コスト意識を高め、経費節減対策の実施 新規 － Ｂ

２ 事業体

※育成会としてのミッション、役割、存在意義を踏まえた事業所活動の展開

具 体 的 な 取 組 対応 経費(万) 優先度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

◆利用者に寄り添い、利用者を第一に考え
た福祉サービスの提供
・利用者、保護者・家族の思いや願いを
大切にする

・個人の尊厳や人権、人格を尊重
・利用者の自己決定や意志決定、選択を 充実 － Ａ
尊重

・人権研修や虐待防止研修の充実を図り、
虐待をさせない職員体制づくり

・各事業所の基本理念や基本方針（「め
ざす職員像」）の明文化と唱和により

２
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職員間で理念等の共有。

◆障がい特性等の知識、理解の獲得・向上 充実 － Ａ

◆支援方法や支援スキルの獲得、向上
・職員研修（OJT、OFF-JT、SD）の強化
法人内、事業所内研修の充実
強度行動障害研修、介護職員研修等の 充実/新規 － Ａ
外部研修受講
自己啓発、自己研修の充実

・職員の意見を職員研修の企画・内容に反映

◆サービスの点検と改善の実施
・事業所ごとのセルフチェック実施
・福祉サービス第三者評価受審 充実/新規 ３０ Ｂ
（しょうぶの里）

◆苦情解決や相談体制の整備 充実 － Ｂ

◆施設設備の改修
・フロ・トイレ・洗面所等、水回りの改 新規 － Ａ
修（しょうぶの里）

・建て替え（第二ぎんなん作業所）

◆災害への対応
・水防法に基づく「避難確保計画」作成
・更新と避難訓練の実施

・ＢＣＰ（災害に備えた事業継続計画） 充実 ※備蓄 Ｓ
作成・更新と訓練の実施 ５～

・災害用備蓄品(水､食量､その他)の備え ３０

◆日中サービス支援型グループホームの実
現 新規 ？ Ａ
・資金計画の策定
・グループホームの基本計画の策定

◆育成会ならではの各事業所ごとの公益的 充実/新規 － Ｂ
な取組の展開

◆事業所の施設や機能の活用、地域への展開 充実/新規 － Ｂ

◆ホームページの定期的な更新、パンフ・ 充実 － Ｂ
リーフレット等の更新

※職員の人材確保、育成・資質向上、研修、資格取得への助成等の仕組みづくり

具 体 的 な 取 組 対応 経費(万) 優先度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

◆直接支援職員等の正職員採用
・人材確保の観点から、利用者等に直接関 充実 ？ Ｓ
わる支援員等を正職員で採用。

・新卒者の獲得。

◆専門学校生等への奨学金制度等の優遇措 新規 ？ Ｂ
置の検討

◆就職祝い金／定着祝い金等の検討 新規 ？ Ｂ

◆「めざす職員像」の明確化、共有化
・各事業所の基本理念や基本方針（「め 充実/新規 － Ａ
ざす職員像」）の明文化と唱和等によ
る職員間の共有

◆育成会職員としての職員倫理の確立・向上
・全体研修会で年齢・階層別研修等での 充実/新規 － Ａ
講話、グループワーク

◆自己のキャリアが描ける仕組みづくり
・キャリアパスの明確化 新規 － Ｂ

２
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◆新規職員研修、年齢・階層などによる研
修の導入 充実/新規 ５～ Ｂ
・採用1年未満／3年未満の職員への意 １０
図的、計画的なフォローアップ

◆研修受講後の待遇や給料（資格手当等） 新規 ？ Ｂ
等へ反映

◆資格取得のための研修受講費、旅費等の 新規 ？ Ｂ
補助

◆Ｗｅｂ研修による研修コスト（※旅費） 新規 － Ｂ
減を研修受講者増に反映

◆育成会職員全体研修会の充実 充実 ３ Ａ

◆人事評価スケールの作成と評価の実施 充実/新規 － Ｂ

◆人事評価・考課の仕組みの検討・構築 新規 － Ｂ

◆人事評価・考課による人事配置や昇給・ 新規 － Ｂ
昇任等を検討

◆人事異動を可能にする給与体系(資格手 新規 － Ａ
当、相談支援事業所等)及び就業規則の
整備

◆円滑な人事異動のためのルールづくり 充実/新規 － Ａ
[ex.] ２年に１件以上の人事異動

◆円滑な人事異動のための職員へのヒアリ 新規 － Ａ
ング実施

◆１日、１週間、１ヶ月、１年等の期間で 充実/新規 － Ｂ
の職場体験交流等の実施

◆法人内外の事業所間で、期限付き（１年、 新規 － Ｂ
２年）の人事交流の実施

◆施設長（所長）、副施設長等の人材育成 充実 － Ｂ

◆主任レベル等の育成 充実 － Ｂ

※育成会としての理念の追求と利用者本位の福祉サービス充実のための、職員処遇の向上、働きや
すい、働きがいのある職場づくり

具 体 的 な 取 組 対応 経費(万) 優先度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

◆業務に見合う報酬体系の整備（相談支援 新規 ？ Ｓ
事業所）

◆夜勤手当の充実（しょうぶの里） 新規 ？ Ａ

◆資格取得手当・一時金支給等の制度創設 新規 ？ Ｂ

◆特別休暇の拡充（[ex.] 夏休み制度の創
設、リフレッシュ休暇、配偶者の出産、 充実/新規 － Ｂ
資格取得のための休暇等）

◆均等待遇・均衡待遇（同一労働同一賃金） 充実 ？ Ａ
実施

◆メンタルヘルスへの対策強化 充実 ２～３ Ａ

◆働き方改革の反映 充実 － Ａ

◆ハラスメント（セクハラ、パワハラ等） 充実 － Ａ
の防止対策

◆女性、妊産婦等への配慮 充実 － Ａ

◆育児・介護のための諸制度の普及徹底 充実 － Ａ
・育児休業、介護休業、看護休暇、介護
休暇等の確保

３

働
き
や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
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◆時間休の導入（事業所ごとの実施）
※事業所ごとに職員アンケート実施 新規 － Ａ
・勤務時間把握のシステム導入
・超過勤務縮減、ノー残業デー設定

◆男性職員の育児休暇、育児休業の普及 充実/新規 － Ｂ

◆定年制延長の検討 新規 － Ｂ

※各事業所における安定的な事業運営と新規事業展開のための取組

具 体 的 な 取 組 対応 経費(万) 優先度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

◆法人及び各事業所の財務状況の安定 充実 － Ａ

◆経費節減対策の実施 新規 － Ａ

◆職員のコスト意識の醸成 充実/新規 － Ａ

◆専門家の助言を得て、現在の育成会の経
営体力でどこまで実現可能かを精査
・会員や関係者のニーズや障がい福祉の 新規 － Ｂ
動向を踏まえた事業拡大や新規事業の
優先順位の検討

・長期の借入金等の検討

◆それぞれの計画推進のため、戦略チーム
で検討を進める（チーム構成：責任者、 新規 － Ｂ
職員代表、家族代表など）

◆しょうぶの里
・利用者の高齢化への対応（バリアフリ
ー）、築２０年を迎えた施設の大規模
改修の実施
①新作業棟横トイレ新設 新規 620 Ｓ
②エアコン全面取り替え 新規 5,000 Ａ
③トイレ、浴室、洗面所等の水回り改修 新規 1,100 Ａ

◆第二ぎんなん作業所
・老朽化した建物の建て替え
①建て替え 新規 ？ Ａ

◆子ども育ちの家「て・い・く」
・ニーズに応える事業拡大
①第２、第３の新規事業所の開設 新規 ？ Ａ ？

・第２ていく（放デと児発の分離）

◆グループホーム、その他
・基盤強化と新たなニーズに応える
①あいりす土地家屋取得ｏｒ別の土地 新規 1,500 Ｂ
・家屋の取得

②「日中サービス支援型グループホー 新規 ？ Ａ
ム」開設 新規 ？ Ｂ

③障がいのある高齢者のための福祉サ
ービスの提供 新規 Ｓ
西区上高橋の土地活用の検討

４

安
定
的
な
事
業
所
運
営
と
新
規
事
業
の
展
開

優 Ｓ：最優先 （実線）：実施（新規）

先 Ａ：優先 （波線）：実施（充実）

度 Ｂ：状況を考慮 （点線）：検討、準備
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熊本市手をつなぐ育成会

「中長期計画・ビジョン」

【概 要 版】
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－ ２ －



- 39 -
－ ３ －
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「中長期計画・ビジョン」 具体的な取組

－ ６ －

Ⅰ 運 動 体

１ 育成会運動の充実・活性化
（１）将来的な会員の見込み、動向への対応
◆会員への意向調査の実施
◆施設利用会員への出張相談会の実施
◆成年後見制度・親亡き後のお金の話、終活等に
ついての研修の実施
◆育成会の団体保険の活用
◆日中サービス支援型グループホーム研究、実現
◆障がいのある人に関する様々な制度や法律など
の分かりやすい講演会の実施
◆子どもの年齢や状況等に応じたセミナーの実施
◆学校やＰＴＡ、保護者グループ等を対象とした福
祉サービスなどの説明会の実施
◆行政・福祉サービス情報の提供［※ＨＰ上］
◆療育懇談会（講話やグループワーク、個別相談）
◆月例座談会「先輩教えて」「ちょっと聞いてよ」出
張型座談会の実施
◆情報発信力の強化（システム構築、Ｗｅｂコンテン
ツの蓄積等）
◆ＨＰ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍなどの活
用で“活動の見える化”、情報の公開など。
◆子育て（育児・療育）、教育、福祉、身の上など、
子育て世代の親の悩みに応じる相談体制の構築
と相談の実施
◆特別支援学校・学級への地道な働きかけ
◆て・い・く利用者への入会の働きかけ

（２）育成会の存在感の維持・向上
◆定期大会の在り方・内容の検討・見直し
◆活動内容のＰＲ（ＨＰ以外の方法の用意）

（３）委員会活動の充実
◆少人数でも集まる回数を増やす
◆ＬＩＮＥやＺｏｏｍ活用のミニ研修・相談会の実施

（４）会員や障がいのある子どもの親の声を
着実に行政につなぐ
◆福祉・教育行政機関との意見交換会を通した信
頼強化、要望実現に向けた取組
◆障がいに関する理解啓発活動の推進
◆権利擁護の取組の強化

（５）本人活動(青年教室･つなごう会)の展開
◆毎月１回の活動継続
◆本人の意見発表の場の確保（市・県・九州大会、
その他）
◆新たな支援者の確保

２ 安定的な組織運営
（１）次代を担う人材の発掘・育成
◆はじめから「入会」ではなく、「会を利用してもらうこ
と」で、人材を発掘。
◆令和３年度改選の評議員の人選
◆運動体の存続・活性化のための対策会議実施

（２）賛助会員や協力者の維持・拡大
◆協力者の発掘
◆疑似体験会で理解を広め、新たな理解者の拡大を
図る

（３）時代に応じたネットワークづくりや情報
発信

◆情報発信力の強化（ＳＮＳ等）

（４）事務局に情報発信・集約のセンターとし
ての役割

◆法人のセンターとしての機能の強化
◆情報発信拠点、集約拠点としての役割の強化

（５）安定した経営基盤の実現
◆事務局としての収益事業の工夫・開拓
◆コスト意識を高め、経費節減対策の実施

Ⅱ 事 業 体

１ 育成会事業所ならではの良質な福祉サ
ービスの提供

（１）育成会の理念を踏まえた福祉サービスの
追求
◆利用者に寄り添い、利用者を第一に考えた福祉サ
ービスの提供

（２）職員の資質向上と福祉サービスの質の向
上
◆障がい特性等の知識、理解の獲得・向上
◆支援方法や支援スキルの獲得、向上
◆サービスの点検と改善の実施
◆苦情解決や相談体制の整備
◆施設設備の改修
◆災害への対応

（３）しょうぶの里の待機者（５０人超）への
対応
◆日中サービス支援型グループホームの研究、実現

（４）事業所ごとの地域と連携した取組の充実
◆育成会ならではの事業所ごとの公益的な取組
の展開
◆事業所の施設や機能の活用、地域への展開
◆ホームページの定期的な更新、パンフ・リーフレッ
ト等の更新
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「中長期計画・ビジョン」 具体的な取組

２ 人材の確保と育成、資質の向上
（１）福祉人材の確保
◆直接支援に関わる職員等の正職員採用
◆専門学校生等への奨学金制度等の優遇措置の
検討
◆就職祝い金／定着祝い金等の検討
◆「めざす職員像」の明確化、共有化
◆育成会職員としての職員倫理の確立・向上
◆自己のキャリアが描ける仕組みづくり

（２）体系的な職員研修の実施
◆新規職員研修、年齢や経験等による階層による
研修の導入
◆研修受講後の待遇や給料（資格手当等）等へ反
映
◆資格取得のための研修受講費、旅費等の補助
◆Ｗｅｂ研修による研修コスト（※旅費）減を研修受
講者増に反映
◆育成会職員全体研修会の充実

（３）公正で客観的な人事評価の実施、及び
人事考課の検討
◆人事評価スケールの作成と評価の実施
◆人事評価・考課の仕組みの検討・構築
◆人事評価・考課による人事配置や昇給・昇任等を
検討

（４）法人内の異動を促進し、職員の経験や
視野の拡大を図る

◆人事異動を可能にする給与体系(資格手当、相談
支援事業所等)及び就業規則の整備
◆円滑な人事異動のためのルールづくり
◆円滑な人事異動のための職員へのヒアリング実
施
◆１日、１週間、１ヶ月、１年等の期間での職場体験
交流等の実施
◆法人内外の事業所間で、期限付き（１年、２年）の
人事交流を実施

（５）次代を担う人材の育成
◆施設長（所長）、副施設長等の人材育成
◆主任等レベルの育成

３ 働きやすい、働きがいのある職場環境
（１）働きやすい、働きがいのある職場環境
を実現させ、質の高いサービスを提供
◆業務に見合う報酬体系の整備（相談支援事業所）
◆夜勤手当の充実（しょうぶの里）
◆資格取得手当・一時金支給等の制度創設
◆特別休暇の拡充
◆均衡待遇、均等待遇（同一労働同一賃金）実施
◆メンタルヘルスへの対策強化

（２）最新の労働法令や制度改正に即した就
業規則
◆働き方改革の反映
◆ハラスメント（セクハラ、パワハラ等）の防止
◆女性、妊産婦等への配慮
◆育児・介護のための諸制度の普及徹底
◆時間休の導入
◆男性職員の育児休暇、育児休業取得の普及
◆定年制延長の検討

４ 安定的な事業所運営と新規事業の展開
（１）安定的な経営基盤の実現
◆法人及び各事業所の財務状況の安定
◆経費節減対策の実施
◆職員のコスト意識の醸成

（２）新規事業や、大規模改修、建て直し等
の実現
◆専門家の助言を得て、現在の育成会の経営体力
でどこまで実現可能か精査を行う。
◆それぞれの計画推進のため、戦略チームで検討を
進める

（３）個々の事業所での経営等に関する課題
への対応
◆しょうぶの里
①新作業棟横トイレ新設
②エアコン全面取り替え
③トイレ、浴室、洗面所等の水回りの改修

◆第二ぎんなん作業所
①建て替え

◆子ども育ちの家「て・い・く」
①第２、第３の支援事業所の開設

◆グループホーム、その他
①あいりす土地家屋取得、または別の土地・家屋
の取得
②「日中サービス支援型グループホーム」開設
③障がい高齢者のための福祉サービスの提供
○西区上高橋の土地活用の検討

－ ７ －
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参 考 資 料

《参考資料１》
「中長期計画・ビジョン」策定のための
基礎資料 ＳＷＯＴ分析ほか

《参考資料２》
熊本市内にある小・中学校知的障害特別
支援学級及び知的障害者を教育する特別
支援学校に在籍する児童生徒の保護者へ
の意向調査（令和元年度）集計結果報告
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《参考資料１》

「中長期計画・ビジョン」策定のための基礎資料 ＳＷＯＴ分析ほか

１ 育成会の内外環境の分析：ＳＷＯＴ(ｽｳｫｯﾄ)分析 （様式１）

機 会 (Opportunity) 脅 威 (Threat)

［運動体］ ○少子化、高齢化、人口減少社会へ（学齢児の減少）
○障がい者の理解啓発や要請活動等の運動体がある。 ○多くの福祉サービスの乱立（民営化）、求人難
○長い歴史。障がい者団体としての認知度・知名度が高い。 ○障がい福祉行政の変化（制度の変更）、将来的な福祉予算の削減。
○行政と直接的なつながりがあり、特に市の福祉部局や教育部局 ○保護者の意識の変化（ニーズの変化）

外 とは良好な関係を継続。 ○新型コロナウィルス感染拡大に伴う社会構造の変化、経済活動の停滞
※毎年、市の障がい保健福祉課や教育委員会との意見交換会の
場を持ち、行政に直接会員や親さんの意見を伝えられる。 ［運動体］

○県・全国の組織を持つ。 ○時代や社会の変化への対応（積極的に動く親の減少）に苦労。

部 ・社会的な影響力を持つ。 ・会員の減少 新規会員の加入率の低迷。
・研修会では、県内外・本部から人材を活用可能。 ・若い保護者の会への意識の変化で、会員獲得が難しい
・全国や国の動向などの情報が早い。保険加入も可能。 ・小・中学校の特別支援学級とのつながりが希薄化。
・運動体として国・県・市等への働きかけができる。 ○賛助会員の減少。

環 ○トップダウンではなく、役員で知恵を出し合い活動できる。 ○資金面で、殆どしょうぶの里に頼り切る状況。
○災害支援等も含めて社会活動に貢献。

○知的障がいを知ってもらうためのセミナー等の開催 ［事業体］

○会員向け団体保険のサービスの提案 ○事業拡大や新規事業のチャンス・必要が出た際、迅速に対応できる

境 資金力、企画力、実行力があるか。
［事業体］ ○放課後等デイサービスが乱立、飽和状態。今後の展開が望めるか。
○（Ａ型、移行支援を除く）複数の事業所がある。 ○しょうぶの里以外の事業所は資金力、収益力が弱い。

○親の会が母体であることの独特の存在感を持つ。 ○最低賃金の毎年の上昇による人件費の高騰
○市との信頼関係を生かせば、もっと多くの活動の展開が可能。
（[ex.]第二ぎんなん作業所の信書便配送業務）
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強 み (Strength) 弱 み (Weakness)

［運動体］ ［運動体］

○６５年間の長い活動の歴史を誇る。 ○会員の減少（会費収入の減少）と高齢化（活動参加の減少）が課題。

○長い活動で培った実績と信頼、安心が大きな財産。 ○次代を担う後継人材が不足。世代交代などの悩みを抱える。

○会員数三百数十人の市・県内有数の障がい者の会員組織。 ○動ける会員、支援者、理解者が減少。がんばろうとする人が少ない。

内 ○豊富な人脈を有する。 ○幼児や学齢期にある児童生徒の保護者など若い会員の減少。
○常設の事務所・事務局員、活動予算を有する。 ○若い親世代との接点が希薄。若い保護者の育成会への認知度が低い。

○運動体としての活動が充実。

○情報、経験・知識、相談できる場などの提供が可能。 ○会員の意見をまとめるのに時間がかかる。

部 ○当事者の活動（「つなごう会」）を有する※文科科学大臣表彰 ○必要な人に必要な情報の発信ができていない。
○県・市の教育委員会、福祉課等から信頼を得ている。 ○会員の拠り所になりきれていない。

・長年、障がい児者のために前向きな関係を築いてきた。 ○組織内研修や活動が主体で外部に向けた取組が少ない。

・特別支援学校、特別支援学級、教育委員会に強いパイプ。

環 ○市と直接、意見交換会を実施。市主催の障がい関係の各種協議 ［事業体］

会での意見交換できている。 ○社会福祉法人としては小規模。資金力が脆弱。

○スケールメリットを生かした取組が困難（事業展開、職員スタッフ、

［事業体］ 研修システム、人事異動等）。

境 ○入所・通所支援、就労継続支援、障害児通所支援、相談支援、 ○施設の老朽化（しょうぶ、作業所、グループホーム等）を抱える。
グループホーム等、一応の福祉サービスのメニューを有する。 ○利用者の高齢化（しょうぶの里）

○障害児通所支援事業開設で、０歳から生涯にわたる支援メニュ

ーを揃えている。

○どの事業所も定員いっぱい（一応はニーズに応えられている）。

○職員は、育成会事業所職員としての自負や自覚、誇りを持つ。
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２ ５年後までのありたい姿 （様式２）

運動体としての取組 事業体の取組 財務・経営状況

○福祉及び教育行政との連携 ○入所・通所支援、就労継続支援、障害児通 ○各事業体の就業規則・各種規程の統一

・福祉課と教育委員会との意見交換会の 所支援、相談支援グループホーム等、一応 ○新規事業案の優先順位検討

他、行政へのさまざまな要請活動 の福祉サービスメニューを有する。 ○異動可能な給与体系の見直し(資格手当等)

○社会福祉法人としては小規模で資金力が脆 ○借入金返済の見通しと借入金増額の可能額

○各種委員会活動 弱。新たな事業展開が容易でない。 の研究(1)と可能な新規事業の検討開始

・(成人部：ちょっと聞いてよ、(学校部

：先輩教えて)、広報活動等 ○サービス内容の充実及び提供 ○会員数の長期逓減。

○(本人部会)つなごう会 ○事業拡大に向けたプランづくり （会員の高齢化・自然退会、若い世代の会

現 ○時代に即した事業内容の再確認 員獲得の困難さ）、会費収入の減少

○参加メンバーの固定化、活動のマンネリ ○働き方改革への対応や職場環境の整備 ○賛助会員の減少（呼びかけや啓発不足）

化、停滞感、発想の固定化も。 ○地域及び学校、福祉行政と連携 ○事務局の運営経費を事業所（しょうぶの

○会員対応を迅速に行うためのネットワー 里）に依存。事務局自体の努力も必要（自

クづくり ○重度化、高齢化に対応するグループホーム 販機、賛助会員、その他）。

○育成会活動の協力者となる人材の発掘 開設の研究、検討の実施 ○市社協収入の減少

在 ○障がい児やその家族を支える事業の検討 ○自動販売機還元金の減少

○事業所間の人事異動の実施が難しい。

○熊本市手をつなぐ育成会定期大会 ○将来に向けた人材確保、管理職登用も含め ○ていく

○県大会→九州大会→全国大会 た人材育成 ・土・祝日の営業で年間で６０日以上の

○小規模のため研修体系が確立できない。 日数確保（H31年4月～）

○職員間の職場体験交流等の実施 ・3年目に収支のバランスが取れ、経営

○職員合同研修会の実施と充実 が安定。備品等も少しずつ充実、サー

ビスが向上しつつある。
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○育成会会員が微増 ○人事交流による職員意識の向上 ○借入金返済の見通しと借入金増額の可能
・アンケート調査を活用した学齢期の親 額の研究(2)
会員の獲得 ○新規事業の実現または準備

・啓発キャラバン隊による育成会理解と ①「日中サービス支援型グループホーム」 ○賛助会員収入の増加(10%)
会員の取り込み ②「ていく２」の開設（南区）。 ○市社協収入の減少防止

・知的障がいだけでなく、他の障がい種 ○第二ぎんなん作業所の改修ｏｒ新築準備 ○自動販売機還元金の減少(5%)
３ も巻き込むことで賛同者が増加。 ○事業所数、職員数増加による人事異動の定 ○会員会費収入の増加(10%)

○活動に様々な人が参加するようになり、 例化 ○可能な新規事業の開始
既存の活動を見直す必要が出てきた。 ○重度化、高齢化に対応するグループホーム

○会員対応のためのネットワークの運用 建設の研究、検討 ○スクラップアンドビルドによる事務局の
業務、財務のスリム化（経営改革）

○次代を担う人材の発掘・育成、円滑な世 ○法人内事業所の研修体系の整理、新体系に
代交代の促進 基づいた研修実施 ○事務局自体の収益向上で事業所からの繰

○行政、教育機関との意見交換会開催で、 ○職員合同研修会の実施(年1回) り入れ率○○％以下に下げる。
年 信頼の強化を図る。 ○職員間の職場体験交流等の実施(年1回) ※会員減少により会員収入は逓減の見込み

○「ちょっと聞いてよ」「先輩教えて」等
の拡大 ○働き方改革対応、人材確保・育成を行い職 て・い・く

○一般向けの研修会等を開催するようにな 場環境を整備。 ○運営が安定。財政面の資金提供が可能に。
った。 ○新しく開所した事業所の利用者も少しず

○ＩＣＴやＩＮｅｔを活用し、相談支援サ て・い・く つ増え、借入金の返済に見通し。
イトを設けたことにより、人的ネットワ ○各事業所の特徴を活かした運営ができるよ ○職員や備品等で緊急時の支援体制を構築。
ークが拡大。 うになった。（療育＆教育相談、施設ほか） ○「て・い・く3」の開設計画に着手。

後 ○障がい児やその家族を支える事業の検討 ○職員が増え、サービスの質、量とも充実し ○保護者間の連携やネットワーク事業が
てきた。→スキルアップ計画 可能になってきた。

○災害時のマニュアル作成 ○利用者及び保護者間の交流ができるように ○建物の老朽化に伴い部分改築を実施。
なった。

●現在の態勢や機能の可能な限りの維持 ○地域との連携が一層充実してきた。
※維持できなくなった場合の態勢や機能の ○両事業所で合同のイベント等が開催できる
“選択と集中”（取捨選択） ようになった。
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○特別支援学校を中心にした活動の活性化 ○将来の職員の管理職登用を見越した人事 ○借入金返済の見通しと借入金増額の可能

○特別支援学級の教師の理解促進と育成会 ○事業所数、職員数増加による人事異動の定 額の研究(3)

理解の拡充 例化

○スクラップアンドビルドによる事務局の

○次代を担う人材の発掘・育成、円滑な世 ○新規事業の実現 業務、財務のスリム化（経営改革）

５ 代交代 ①「日中サービス支援型グループホーム」 ○事務局自体の収益向上で事業所からの繰

②「ていく２」の開設 り入れ率○○％以下に下げる。

○5年前から会員が３０％程増えた。

○5年前の育成会行事から大きく様変わ ○第二ぎんなん作業所の改修ｏｒ新築準備 ●会員減少により会員収入は逓減。

り、いずれの会にも新規会員や育成会活 （２００人程度）

動に賛同する関係者が参加するようにな ○研修体系に基づいた研修実施と人事考課、

年 った。 昇任等の連結化

○運営面で多様な協力者（賛同者）が参加。

て・い・く て・い・く

○「て・い・く2」から「3」,「4」と、新 ○新規の事業所開所の過程で、運営面及び

○運営及び各種事業、研修会等、ＩＣＴを活 規事業所が開所、育成会の障がい児通所 財務、人的支援が可能になった。

用した事業展開ができるようになった。 事業所部門が新設。 ○法人本部の借入金の返済が計画的施行で

後 ○若手職員が育ち、通所支援事業所活動が活性化。 きるようになった。

○人事交流も行われ、事業所の特長がさらに ○通所支援事業所として、保護者の会員が

●現在の態勢（キャパシティー）や機能の 活かされるようになった。 増えてきた。

可能な限りの維持

※維持できなくなった場合の態勢や機能の

“選択と集中”（取捨選択）
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３ 育成会活性化に向けた実行策検討シート１ （様式３）
着手容易性 着手容易性

高 低

○新規事業案の優先順位検討 ［運動体］ ［運動体］
効果性 ［運動体］ ○定期的なセミナー、研修会、療育懇談会等、 ○事務局の収益向上で事業所からの繰り入れ率

○事務局のあり方の刷新（役割、イメージ） 外部向けの取組強化 ○○％以下に下げる。
高 ※情報発信拠点、集約拠点としての役割強化 ○疑似体験会で障害者の理解を広める ○知的障がい者本人向け生涯学習セミナー

各種ＳＮＳでの発信の強化 ○時代に即した事業内容の再確認 （保護者向け、学校の教員向け）
テレビ電話での双方向の情報通信、提供 ○月例座談会「先輩教えて(学校部)」「ちょっ ○障がい児やその家族を支える事業の検討

○子育てで悩む方々と相談会・研修会 と聞いてよ(成人部)」、出張型座談会の実施 ○行政、教育機関との意見交換会を通じて信頼
○賛助会員募集活動 ○若い世代の保護者への啓発活動 強化、要望実現に向けた取り組み
○ホームページやSNS（ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ）を ○育成会活動の協力者となる人材の発掘
活用した情報発信と充実 ［事業体］

○会員対応を迅速に行うためのネットワークづ ［事業体］ ○新規事業の実現
くり ○職員の自己研修、資格取得への助成等の仕組 ①日中サービス支援型グループホーム開設

みづくり ②「ていく２」開設
［事業体］ ○人事交流による職員意識の向上 ○第二ぎんなん作業所の改修、新築
○職員合同研修会の実施と充実 ○重度化、高齢化に対応するグループホーム建
○職員間の職場体験交流等の実施 設の研究、検討

○将来の職員の管理職登用を見越した人事

［運動体］ ［運動体］ ○新規事業の検討開始
○アンケート調査を活用し学齢期会員の獲得 ○現在の態勢（キャパシティー）や機能の可能 ［運動体］
○「先輩教えて」「ちょっと聞いてよ」の拡大 な限りの維持 ○特別支援学校を中心にした活動の活性化
版 ○特別支援学級の教師の理解促進と育成会理解

○「キャラバン隊の活動」の展開 ［事業体］ の拡充
○全国育成会機関誌「手つなぐ」の購読推進と ○法人内事業所の研修体系の整理、新体系に基 ○次代の人材発掘・育成、円滑な世代交代
活用の取り組み づいた研修実施 ○スクラップアンドビルドによる事務局の業

○事業所数、職員数増加による人事異動定例化 務、財務のスリム化（経営改革）
［事業体］ ○次の会長・理事・評議員を探し始める。

○会員向け団体保険のサービス提案 ［事業体］

［運動体］ ［運動体］
○会員に対する意向調査の実施 ○会員増加計画
○借入金返済の見通しと借入金増額の可能額の ○特別支援学校・特別支援学級の教師への育成
研究と可能な新規事業の検討開始 会理解の拡大

○啓発キャラバン隊による育成会理解と会員の
取り込み

［事業体］
○異動可能な給与体系の見直し（資格手当等）

低 ○各事業体の就業規則・各種規程の統一
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育成会活性化に向けた実行策検討シート２ （様式４）

予想される効果や
№ 実行策 いつ 誰が 誰に 何を なぜ どのように 留意点

反応

１ 学齢期会員の拡充 学校再開後 相談委員 児童生徒の 卒業後に待っ 待つのではなく、学校単位・学級 育成会の存在をア 押し付けに
(時間が許せ 保護者 ていること。 出かけていくの 単位に、先生や ピール ならないよ
ば相談支援 親が若いうち が重要 保護者を通し なかなか難しいが、うに
専門員も にやっておく て、保護者会で 育成会に入っても

べきこと。 時間をつくって らえれば
その他、質 もらえるようお
疑応答で不 願いする
安を除く

２ ニーズにあった研修 今年度中に
会の開催 1回(定期大

会中止を受
けて）

３ 人事交流 今年度に 施設長 職員 活性化のため 一定期間を設け 他の事業所の様子 期間をどの
て を知り、自分を振 くらいにす

り返る るか検討

４ 研修会の開催 コロナ終息 研修、学校 会員または、会員の希望 情報に飢えてい 講師を呼んで 会員の満足感
後 各委員会 興味のある に沿う内容 るから ➡会員の増加

方

５ 相談会 〃 相談委員会 〃 相談会 悩みの発散の場 悩みを聞く 〃
がない

６ 疑似体験会 〃 相談委員会 会員及び一 疑似体験 施設・学校、企 一般の方々に知的
般 プログラム 業、警察署・消 障害者のことを少

防署等へ訪問 しでも理解してい
育成会の各研修 ただく。
会に参加

７ 広報誌「くまもと手 年3回 広報委員会 会員 熊本市育成 障害者団体とし 配付 〃
をつなぐ」 賛助会員 会の活動報 ての理解啓発

告
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《参考資料２》

熊本市内にある小・中学校知的障害特別支援学級及び

知的障害者を教育する特別支援学校に在籍する児童生徒

の保護者への意向調査 － 集計結果報告 －

令和２年２月２０日 社会福祉法人 熊本市手をつなぐ育成会

１ はじめに

今般、熊本市手をつなぐ育成会では、熊本市の小・中学校の知的障害学級及び知的障害者を
教育する特別支援学校に就学中の子どもさんの保護者など、若い親世代の方々がどんなことに
困り、どんなことを望んでおられるか等のニーズを把握し、今後の育成会活動に反映させたい
との趣旨で、保護者への意向調査を実施しました。
本調査に快くご協力をいただきました保護者、小学校・中学校・特別支援学校の校長先生を

はじめ担任の先生方、小・中学校校長会、熊本市教育委員会の各位には心から感謝を申し上げ
ます。

２ 調査の目的

現在就学中の児童生徒の保護者など、若い親世代の方がどんなことに困り、どんなことを望

んでいるか等の意向を把握し、今後の市育成会活動に反映させる。

３ 調査の方法

（１）調査対象

・以下の学校の児童生徒の保護者

熊本市立小・中学校の知的障害特別支援学級 ････････８３３人（推定）

特別支援学校（４校） ････４５１人

計 １，２８４人

（２）調査対象校

①知的障害特別支援学校を設置する熊本市立小・中学校（小学校：９２校、中学校：４１校、

計１３３校）

②熊本市内にある知的障害特別支援学校（熊本県立熊本支援学校･熊本県立はばたき高等支

援学校･熊本市立平成さくら支援学校･熊本大学教育学部附属特別支援学校の計４校）

（３）実施時期

①依頼 ９月中旬 ※回答期間 ９月下旬～１０月下旬

②回収 １０月末

③集計 １２月～２月

（４）実施方法

・小・中学校は、各校長会を通じて、各学校に配付。特別支援学級の担任を通じて、保護者
に配付。

・特別支援学校は、直接、校長に依頼。各担任を通じて、保護者に配付。
・記入は無記名での回答。記入後の回収は、以下の方法で実施。

参考資料２ -１-
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①調査票の配付 担任 保護者

②調査票記入（保護者）

③調査票の回収 ① 担任 保護者（※小封筒に入れて封をして提出）

（提 出） ② 小封筒のまま、大封筒かゆうパックライトに入れて育成会返

送、または、育成会が回収に伺う

※児童養護施設等に入所の児童生徒は、施設の職員に記入をお願いした。

４ 回収の結果

○表１ 回収数及び回収率

学 校 在籍数 回収数 回収率

小 学 校 613 362 59%

中 学 校 220 132 61%

小学部 105 77 73%

中学部 92 52 57%
特別支援学校

高等部 254 154 61%

※全 451 283 63%

※所属不明 4

集 計 1,284 782 61%

・どの校種からも、おおむね６割程度のご回答をいただいた。

５ 集計の結果

○表２－１ 回答者

項 目 小学校 中学校 支援学校

母親 90% 88% 90%

父親 5% 5% 5%

祖父母 2% 2% 1%

その他家族 0% 0% 1%

家族以外 2% 4% 2%

・どの校種でも、母親が９０％近くを回答。

○表２－２ 療育手帳の等級の分類

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

Ａ１ 3% 0% 19% 24% 30% 12%

Ａ２ 6% 4% 25% 35% 26% 19%
Ｂ１ 17% 10% 27% 27% 26% 27%

Ｂ２ 44% 79% 29% 13% 18% 41%
持っていない 27% 7% 0% 0% 0% 0%
申請中 3% 0% 0% 0% 0% 0%

※特別支援学校の「持っていない」「申請中」がパーセントでは０だが、実数では各１人。

・小学校では、Ｂ１、Ｂ２の人が６割と多かったが、Ａ１、Ａ２の人もいた。また、療育
手帳を持っていない人が２７％いた。

・中学校では、Ｂ２とＢ１で約９割。Ａ１は０％、Ａ２は４％と少ない。
・特別支援学校では、小・中学校に比べると、Ａ１からＢ２までまんべんなく在籍するが、
中学校からの進学者が多い高等部では、Ｂ２が４１％と多くなっている。

参考資料２ - 2 -
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（１）育児、教育などで、現在困っていることや悩んでいること

○表３－１ 困っていることがある

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

ある 63% 62% 68% 86% 69% 59%

ない 37% 38% 32% 14% 31% 41%

○表３－２ 悩んでいることがある

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

ある 78% 77% 76% 79% 77% 74%
ない 22% 23% 24% 21% 23% 26%

・校種を問わず、全体の６～７割が障がいのある子どもさんの育児や教育で困ったり悩ん
だりしている。

○表３－３ 困ったり悩んだりしていること ※複数回答

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

就学（学校、学級選び） 19% 23% 9% 10% 17% 5%
進学（中学校（中学部）、高校（高等部） 48% 59% 16% 26% 46% 0%
学校卒業後の進路 38% 56% 62% 43% 62% 72%
育 児 （※） 56% 41% 60% 81% 60% 50%
しつけ 20% 17% 14% 27% 12% 8%
排泄､着替え､食事等､身辺処理 13% 9% 26% 53% 35% 9%
行動面 31% 23% 33% 57% 31% 21%
コミュニケーション 36% 26% 37% 38% 40% 35%

発達面の心配 （※） 59% 66% 39% 62% 33% 29%
発達の遅れ 27% 17% 18% 30% 15% 12%
ことばの遅れ 20% 8% 20% 36% 17% 12%
排泄の自立の遅れ 10% 5% 13% 32% 13% 4%
学力の遅れ 40% 38% 18% 26% 17% 14%

行動面の心配（問題行動も含めて）（※） 56% 50% 56% 71% 44% 53%
多動 15% 9% 14% 27% 13% 7%
こだわり 22% 12% 24% 32% 25% 20%
パニック・かんしゃく 23% 14% 21% 29% 21% 16%
自傷・他害行為 7% 5% 12% 19% 12% 8%
暴言・大声など 19% 14% 14% 22% 12% 10%
飛び出し・衝動的な行動 14% 9% 19% 32% 17% 12%

不登校、登校しぶり 8% 9% 4% 1% 0% 7%
睡眠（昼夜逆転、不眠など） 6% 13% 9% 12% 4% 8%
異性への関心 4% 9% 7% 3% 8% 9%
非行 0% 0% 0% 0% 0% 0%
その他 3% 9% 4% 6% 2% 4%

教育や学校生活 （※） 27% 28% 5% 12% 2% 3%
学校の教育方針 3% 4% 3% 1% 0% 5%
担任の指導方針や方法 6% 5% 2% 1% 4% 3%
学習活動、内容 10% 13% 5% 8% 6% 3%
担任や学校との関係 5% 4% 2% 0% 2% 3%
子どもどうしのトラブル 10% 12% 5% 6% 2% 6%
保護者間のトラブル 1% 1% 1% 0% 4% 0%
学校に行きたがらない 5% 5% 3% 1% 0% 5%
いじめや仲間はずれ 2% 1% 0% 1% 0% 0%

参考資料２ - 3 -



- 57 -

家族との関係 （※） 14% 18% 12% 10% 15% 12%

親子関係 7% 9% 5% 4% 6% 6%
兄弟関係 10% 9% 11% 9% 17% 10%
家族（祖父母など）関係 2% 3% 3% 5% 4% 2%

障がいの理解・受け入れ（受容） （※） 13% 19% 14% 16% 15% 12%
親ごさん自身 7% 11% 7% 6% 10% 7%
兄弟 7% 8% 8% 6% 13% 7%
家族 6% 6% 6% 8% 6% 6%

地域や社会の理解 8% 10% 13% 25% 15% 6%
地域との関係 5% 6% 8% 12% 12% 5%
福祉サービスの利用 6% 7% 13% 16% 13% 11%
年金の申請・受給 2% 8% 13% 12% 13% 14%
経済的な支援制度、就学支援 8% 14% 11% 13% 4% 12%
その他 1% 0% 2% 3% 2% 1%

（※）の欄は、下位項目を選択した人の比率

・困っていることや悩んでいることは、多岐にわたっている。
・「育児」や「発達面の心配」、「行動面の心配」等、子ども本人に関わる事項は、校種に
関係なく４０～６６％と高い。

・「進学」や「学校卒業後の進路」のことも多くの保護者が悩んでいる。将来への見通し
が持てない不安が大きいことが推測される。

・「教育や学校生活」に関することも、「担任の指導方針や方法」、「学習内容」、「子ども
どうしのトラブル」等も多く挙げられているが、特別支援学校は５％と少ない。

・数値は高くないものの、「家族との関係」や「障がいの理解・受け入れ（受容）」等も
選択されていた。

・その他、「地域や社会の理解」「地域との関係」で困ったり悩んだりする人もいた。
・「福祉サービスの利用」「年金の申請・受給」「経済的な支援制度、就学支援」も多い。

（２）障がいのある子どもさんの将来への不安や心配

○表４－１ 将来への不安や心配

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

大いにある 54% 59% 64% 61% 64% 65%
少しある 41% 37% 33% 36% 32% 33%
あまりない 4% 3% 2% 3% 4% 1%
ない 1% 1% 1% 1% 0% 1%

・校種を問わず、「大いにある」「少しある」を合わせると、９割以上の人が、将来への
不安を持っている。

○表４－２ 不安に感じたり心配すること ※複数回答

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

就学（学校、学級選び） 30% 22% 9% 9% 25% 3%
進学（中学校（中学部）、高校（高等部）など） 68% 54% 18% 34% 43% 1%
学校卒業後の進路や生活、社会自立 82% 90% 85% 84% 90% 85%
親亡き後のこと 59% 68% 85% 87% 84% 86%
その他のこと 3% 4% 1% 0% 2% 1%

・どの校種でも、「学校卒業後の進路や生活、社会自立」が最多。
・小学校では、「進学（中学校（中学部）、高校（高等部）」が次に多く、特別支援学校で
は、「親亡き後のこと」も最も多く、中学校でも多い。
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（３）周りに、障がいのある子どもさんのことで気軽に話したり相談できる方がいるか

○表５－１ 周囲に気軽に相談できる人

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

相談相手がいる 88% 87% 86% 88% 91% 83%
相談相手がいない 12% 13% 14% 12% 9% 17%

・「相談相手がいる」と回答が、どの校種でも９割近い。
・一方で、「相談相手はいない」と回答した保護者が１２～１４％いるのが非常に気にな
るところ。

○表５－２ 話したり相談できる方 ※複数回答

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

家族 66% 65% 64% 70% 71% 58%
親戚 13% 13% 11% 16% 10% 10%
友人 36% 34% 33% 29% 44% 32%
近所の人 6% 3% 3% 0% 10% 3%
同じ学校や学級の保護者 35% 30% 41% 47% 40% 38%
他の障がいのある子どもの保護者 32% 37% 33% 35% 31% 32%
学校の担任の先生など 51% 47% 42% 53% 46% 34%
学校の管理職ほか 2% 2% 1% 3% 4% 0%
親の会などの仲間の保護者 4% 4% 6% 5% 8% 5%
育成会 1% 0% 1% 3% 0% 1%
親会以外の障がい児者の団体 1% 0% 2% 3% 2% 1%
相談支援事業所の相談員 28% 23% 28% 38% 31% 21%
知的障がい者相談員 2% 3% 3% 6% 2% 1%
福祉サービスの職員 41% 22% 40% 56% 52% 28%
その他 6% 5% 2% 3% 2% 3%

・どの校種でも「家族」が最多。
・「友人」、「同じ学校の保護者」のほか、「他の障がいのある子どもの保護者」など、同
じ障がいのある子どもを持つ保護者が身近な相談相手であることがうかがわれる。

・最も身近な相談相手であってほしい「学校の担任の先生など」は、小学校が５１％、中
学校４７％、特別支援学校では４２％で、特に高等部では３４％だった。
複数回答可であるにも拘わらず、半数が身近な相談相手と考えていないという結果。

・一方、「相談支援事業所の相談員」（※正式には、「相談支援専門員」）や「福祉サービ
スの職員」（※就学中の保護者が身近に接するのは、殆どが放課後等デイサービスか）
が、前者が、小学校２８％、中学校２３％、特別支援学校２８％、後者が、それぞれ、
４１％、２２％、４０％とかなり割合が高い。
特に特別支援学校では、「福祉サービスの職員」が、「学校の担任の先生など」とほぼ
同率で身近な相談相手に挙げられている。
相談支援事業所と放課後等デイサービス事業所の現状を見たとき、果たして保護者の相
談相手となり得るのか・なり得ているのだろうか。
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（４）障がいのある子どもさんのことで必要な情報は得られているか

○表６－１ 障害のある子どもの必要な情報

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

十分得られている 10% 5% 8% 7% 9% 9%
ある程度得られている 62% 60% 64% 63% 71% 63%
あまり得られていない 24% 31% 25% 31% 20% 23%
得られていない 4% 4% 3% 0% 0% 5%

・「十分得られている」「ある程度得られている」が、それぞれ、小学校で７２％、中学
校で６５％、特別支援学校で７２％を占める。

・一方で、「得られていない」３～４％、「あまり得られていない」が、小学校と特別支
援学校で２８％、中学校で３５％と、約３割が必要な情報が得られていないのが気にな
るところ。

○表６－２ どんな情報を得たいか ※複数回答

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

我が子に直接関係する子育てなど、よ 47% 28% 36% 61% 47% 20%
り身近な情報

困ったり悩んだりしていることに関す 39% 41% 39% 53% 38% 32%
る具体的な情報

相談できる機関や場、団体などに関す 30% 33% 30% 31% 36% 28%
る情報

教育・療育、福祉サービスなどの利用 42% 41% 50% 57% 51% 46%
に関する情報

教育・療育、福祉サービスなどの新し 44% 42% 56% 56% 56% 55%
い制度に関する情報

その他 1% 1% 1% 1% 0% 1%

・校種を問わず、得たい情報が全般にわたっている。

○表６－３ 教育や療育、福祉サービスなどの情報の入手先 ※複数回答

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

学校の担任や進路指導の先生など 62% 55% 60% 63% 58% 60%
同じ学校や学級の保護者 22% 23% 39% 43% 53% 33%
他の障がいのある子どもの保護者 25% 30% 27% 33% 27% 24%
親の会などの仲間の保護者 4% 3% 9% 13% 13% 5%
育成会 1% 0% 1% 0% 2% 1%
親会以外の障がい児者の団体 1% 0% 2% 4% 2% 0%
市や県の障がい部局 9% 18% 10% 8% 11% 10%
相談支援事業所の相談員 29% 20% 36% 47% 42% 29%
知的障がい者相談員 3% 5% 3% 7% 2% 1%
福祉サービスの職員 35% 16% 29% 46% 36% 19%
インターネットなど 30% 24% 27% 36% 29% 22%
ＳＮＳ（ツイッターやＬＩＮＥ等） 6% 5% 6% 11% 9% 3%
講演会・セミナー 8% 3% 13% 15% 29% 7%
図書、資料 5% 1% 6% 6% 9% 5%
その他 4% 5% 3% 3% 0% 3%
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・（３）同様、ここでも、本来、一番の情報入手先であるはずの「学校の担任や進路指導
の先生など」が、小学校で６２％、中学校５５％、特別支援学校で６０％にとどまる。

・一方、「相談支援事業所の相談員」、「福祉サービスの職員」は、前者が、小学校２９％、
中学校２０％、特別支援学校３６％、後者が、それぞれ、３５％、１６％、２９％と比
率が高い。
（３）でも述べたが、この両者が、現時点でどの程度の適確な情報を持ち、保護者に提
供できているのだろうか。

・保護者にとっては、「同じ学校」のほか、「他の障がいのある子ども」など、同じ障が
いのある子どもを持つ親から多くの情報を得ていることがうかがわれる。

・これ以外に、「インターネット」や「講演会・セミナー」、「図書、資料」など、さまざ
まな情報入手先がある。
他の入手先の補助的手段としてこれらがある場合も多いが、直接誰にもつなずにインタ
ーネット等だけを入手手段としている人も結構いた。自分の子どもに関する本当に必要
な情報が得られているのだろうか。

（５）熊本市手をつなぐ育成会について

○表７－１ 市育成会を知っているか。

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

よく知っている 1% 2% 7% 3% 8% 8%
少し知っている 15% 14% 23% 20% 33% 22%
あまり知らない 21% 22% 38% 46% 38% 34%
知らない 63% 63% 32% 31% 21% 36%

○表７－２ 市育成会の活動内容で知っていること ※複数回答

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

陳情や要望書の提出などの運動 5% 4% 12% 11% 19% 10%
障がい児・者理解の啓発活動 7% 6% 10% 9% 10% 11%
会員相互の活動 4% 6% 6% 8% 6% 5%
つなごう会（本人活動） 3% 5% 6% 7% 6% 6%
各種委員会（親さんの活動） 1% 1% 4% 5% 4% 3%
事業所の運営 7% 18% 10% 15% 13% 7%
「しょうぶの里」 9% 13% 20% 24% 23% 16%
「第二ぎんなん作業所」 5% 5% 15% 16% 17% 14%
「子ども育ちの家『て・い・く』」 4% 2% 5% 4% 8% 4%
グループホーム「ぎんなん」・「千金甲」 2% 3% 6% 7% 6% 5%
・「あいりす」

地域生活支援センター「ぎんなん」 6% 5% 8% 7% 13% 7%

○表７－３ 市育成会の活動への関心

特別支援学校
項 目 小学校 中学校

全 小学部 中学部 高等部

関心がある 12% 15% 15% 15% 17% 14%
少し関心がある 55% 54% 57% 63% 63% 53%
あまり関心はない 27% 28% 24% 21% 20% 28%
関心はない 6% 3% 3% 1% 0% 5%

・「知らない」「あまり知らない」が、小学校で８４％、中学校で８５％、特別支援学校
でも７０％に上る一方、「関心がある」「少し関心がある」が、小学校で６７％、中学
校で６９％、特別支援学校で７２％と意外と高い。
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《育成会を知っていることと、関心との相関関係》

・どの校種でも、「よく知っている」「少し知っている」だけでなく、「知らない」「あまり
知らない」との回答者の中にも、「関心がある」の回答の人が多くいることが注目される。

表７－４ 小学校 （※実数）

関心があ 少し関心 あまり関 関心はな ※未記入 計

る がある 心はない い

よく知っている 3 1 4

少し知っている 4 29 11 2 4 50

あまり知らない 8 39 16 1 6 70

知らない 23 104 56 17 13 213

計 38 172 83 20 24 337

表７－５ 中学校 （※実数）

関心があ 少し関心 あまり関 関心はな ※未記入 計

る がある 心はない い

よく知っている 2 2

少し知っている 2 10 1 3 16

あまり知らない 0 20 2 0 4 26

知らない 11 27 26 3 7 74

計 15 57 29 3 118

表７－６ 特別支援学校 （※実数）

関心があ 少し関心 あまり関 関心はな ※未記入 計

る がある 心はない い

よく知っている 7 7 3 0 1 18

少し知っている 5 40 12 2 5 64

あまり知らない 12 54 30 7 103

知らない 13 43 17 6 9 88

計 37 144 62 8 22 273

・育成会のことを「知らない」と回答した人の中には、今までそういう会があることを知
らなかった、ぜひ参加したいという積極的な意見のものもあった。

・ただし、意向調査票に「ご不明な点がございましたら、････」と連絡先を明記していた
ものの、残念ながら現在まで１件の問い合わせや相談もないことも、現状を物語る事実
と言えるかも知れない。

［お断り］
・意向調査の 《文章記述》部分については、割愛しています。

ご覧になりたい方は、熊本市手をつなぐ育成会のホームページをご覧ください。

（ホーム（トップページ）の「ＴＯＰIＣ欄」R2.3.3付け）
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６ 考察 ～集計を終えて～

○多くの親さんが悩みや困り事を抱えている

・調査票のチェックや記述から、親さんの我が子に対する愛情と切実な悩みや不安などがうか
がえ、障がいのある子どもを持つ親さんが、大変な思いと不安を抱えながら子育てをされて
いる現状を改めて知ることができた。

○必要な人に必要な情報が届いていない、必要な人の側に近づけていない。

・全般的に、子どもの育ちや学年、段階に応じた、安心できる話し相手や相談相手、より具体
的で直接な情報が得られれば、それほど不安を持たずに済むことも多いと思われる。
だが、自分の子どもさんに関する必要な情報が入らなかったり、身近に相談する相手がいな
かったりということで、子育てや進学、進路、将来に対する不安が増幅されているように思
われる。

・どこかに誰かにつながれていれば、必要な情報が得られれば、もっと安心して、今の子育て
を楽しんだり、ゆとりをもって子育てに臨むことができるのではないかという思いがする。

・同世代の親さん、あるいは、その時期を過ぎた先輩の親さん方からの体験談的な情報も大い
に役立ち、安心感を与えてくれるのではないだろうか。

・特に、将来に対する不安は、漠然として先が見えないだけに大きいようだ。これらの情報は、
学校にあっては、子どもを社会に出した経験を持つ経験豊富な担任や進路指導の担当者、あ
るいは、社会に出て実際に働いたりグループホームに入っている子どもを持つ親さんなど以
外からは、なかなか得られにくいものでもある。

○育成会の存在と果たし得る役割

・育成会には、提供できるたくさんの“情報”と、「私たちもそうだったのよ。」というベテ
ランの親さんたちの“体験談”や集まる“場”がある（「先輩教えて」「ちょっと聞いてよ」
等のサロン的な集まりの場を定期的に開催）。
さらには、相談支援事業所や入所・通所、就労継続支援などの各種福祉サービス事業所やグ
ループホームのほか、教育や福祉等の知識が豊富な人材などの強みや資源もある。

・こういった強みや資源を活用することで、育成会は、悩み困っている親さんたちに寄り添い、
“安心”を提供する役割を担えるのではないか。
例えば、前述の「先輩教えて」「ちょっと聞いてよ」など会員同士の集まりなど、これまで
実施して来た取組を少しやり方を変えたり呼びかけ方法を工夫するだけで、困っている親さ
んたちに寄り添えるのではないかと考える。

・若い親さんたちも、育成会をぜひもっと活用してほしいと願っている。

７ 最後に

今回の調査により、就学中の若い親世代の方々がどんなことに困りどんなことを望んでおら
れるかを知ることができました。育成会では、今回の結果をもとに、今後、会が有する強みや
さまざまな資源を活用して、保護者の方々に更に寄り添うとともに、必要な情報の提供や安心
が得られる相談や語らいの場づくり等の取組を進めてまいりたいと思っています。

本調査集計は、小学校・中学校・特別支援学校の保護者、校長先生をはじめ担任の先生方、
小・中学校校長会、熊本市教育委員会などのご協力により実施できたものです。
関係各位におかれましては、本調査結果を、今後の保護者理解や連携、教育活動等に役立て

ていただければ幸いです。
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別 添 調査（質問）項目 ※説明文の部分は省略

○回答者についてお尋ねします。

□母親 □父親 □祖父母 □その他家族 □家族以外

○子どもさんの現在の所属についてお尋ねします。

学校 □小学校 □中学校
学年 □１年 □２年 □３年 □４年 □５年 □６年

○子どもさんについてお尋ねします。

■療育手帳はお持ちですか？

□持っている □持っていない □申請中
（等級： □Ａ１ □Ａ２ □Ｂ１ □Ｂ２ ）

１ 子どもさんの育児、教育などで、現在困っていることや悩んでいることはありますか？

■困っていること

□困っていることがある □困っていることはない

■悩んでいること

□悩んでいることがある □悩んでいることはない

■どんなことに困ったり悩んだりされていますか？ ※複数回答可

□就学（学校、学級選び）
□進学（中学校（中学部）、高校（高等部）など）
□学校卒業後の進路をどうするか
□育児
□しつけ □排泄や着替え、食事などの身辺処理
□行動面 □コミュニケーション

□発達面の心配
□発達の遅れ □ことばの遅れ □排泄の自立の遅れ □学力の遅れ

□行動面の心配（問題となる行動も含めて）
□多動 □こだわり □パニック・かんしゃく □自傷・他害行為
□暴言・大声など □飛び出し・衝動的な行動 □不登校、登校しぶり
□睡眠（昼夜逆転、不眠など） □異性への関心 □非行
□その他［ ］

□教育や学校生活
□学校の教育方針 □担任の指導方針や方法 □学習活動、内容
□担任や学校との関係 □子どもどうしのトラブル □保護者間のトラブル
□学校に行きたがらない □いじめや仲間はずれに遭っている

□家族との関係
□親子関係 □兄弟関係 □家族（祖父母など）関係

□障がいの理解・受け入れ（受容）
□親ごさん自身 □兄弟 □家族

□地域や社会の理解 □地域との関係
□福祉サービスの利用 □年金の申請・受給
□経済的な支援制度、就学の支援
□その他［ ］
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☆困っていることや悩んでいることについて、よろしければ具体的にお書きください。

２ 障がいのある子どもさんの将来について、不安に感じたり心配したりされたことはあります

か？

□大いにある □少しある □あまりない □ない

■将来について、不安に感じたり心配したりされることはどんなことですか？

※複数回答可
□就学（学校、学級選び）

□進学（中学校（中学部）、高校（高等部）など）

□学校卒業後の進路や生活、社会自立

□親亡き後のこと

□その他のこと［ ］

☆将来の不安や心配ごとについて、よろしければ具体的にお書きください。

３ 周りに、障がいのある子どもさんのことで気軽に話したり相談できる人がいますか？

□話したり相談できる人がいる □話したり相談できる人はいない

■話したり相談できるのは、どんな方ですか？ ※複数回答可

□家族 □親戚 □友人 □近所の人

□同じ学校や学級の保護者 □他の障がいのある子どもの保護者

□学校の担任の先生など □学校の管理職ほか

□親の会などの仲間の保護者 □育成会 □親会以外の障がい児者の団体

□相談支援事業所の相談員 □知的障がい者相談員

□福祉サービスの職員（例：放課後等デイサービスの職員）

□その他［ ］

☆相談に関して、ご意見や日頃から思っていることがありましたら、お書きください。

４ 今現在、障がいのある子どもさんのことに関して、必要な情報は得られていますか？

□十分得られている □ある程度得られている

□あまり得られていない □得られていない

■障がいのある子どもさんに関して、どんな情報を得たいと思いますか？

※複数回答可
□我が子に直接関係する子育てなど、より身近な情報

□困ったり悩んだりしていることに関する具体的な情報

□相談できる機関や場、団体などに関する情報

□教育・療育、福祉サービスなどの利用に関する情報

□教育・療育、福祉サービスなどの新しい制度に関する情報

□その他［ ］
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■障がいのある子どもさんに関する教育や療育、福祉サービスなどの情報は、主にどこから手

に入れられていますか？ ※複数回答可

□学校の担任や進路指導の先生など

□同じ学校や学級の保護者 □他の障がいのある子どもの保護者

□親の会などの仲間の保護者 □育成会 □親会以外の障がい児者の団体

□市や県の障がい部局 □福祉サービスの職員（例：放課後等デイサービス）

□相談支援事業所の相談員 □知的障がい者相談員

□インターネットなど □ＳＮＳ（ツイッターやＬＩＮＥなど）

□講演会・セミナー □図書、資料

□その他［ ］

☆情報の入手で、ご意見や日頃から思っていることがありましたら、お書きください。

☆その他全般的に、ご意見や日頃から思っていることがありましたら、お書きください。

５ 熊本市手をつなぐ育成会について、お尋ねします

○熊本市手をつなぐ育成会について、ご存じですか？

□よく知っている □少し知っている □あまり知らない □知らない

■市育成会の活動内容についてご存じですか？

□行政への陳情や要望書の提出などの運動 □障がい児・者理解の啓発活動

□会員相互の活動

□つなごう会（知的障がいの人の本人活動） □各種委員会（親さんの活動）

□事業所の運営 ※ご存じの事業所はありますか？

□「しょうぶの里」（障害者支援施設（入所・通所の生活介護））

□「第二ぎんなん作業所」（就労継続支援Ｂ型事業所）

□「子ども育ちの家『て・い・く』」（障害児通所支援事業所）

□グループホーム「ぎんなん」・「千金甲」・「あいりす」（共同生活援助）

□地域生活支援センター「ぎんなん」（相談支援事業所）

■市育成会の活動に関心はありますか？

□関心がある □少し関心がある □あまり関心はない □関心はない

☆市育成会へのご意見やご要望などかありましたら、お書きください。
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ロゴマーク
熊本市の木「イチョウ」の葉をモチ

ーフに、人が集い、共に歩み、互いに
手をつなぎ活気あふれる熊本市手をつ
なぐ育成会の姿を表現しています。
※作者は、熊本市南区在住の安富さん。
（Ｈ３０年度）

熊本市手をつなぐ育成会のロゴマークとイメージイラスト

イメージイラスト

子どもたちや親が集うほのぼのとし
た優しさがあふれる画です。
※作者は、熊本県立熊本かがやきの森
支援学校の弘こずえ先生

（Ｈ３０年度）

熊本市手をつなぐ育成会「中長期計画・ビジョン」

＜これからの５年間でやるべきこと＞
令和３年３月発行

社会福祉法人 熊本市手をつなぐ育成会

〒860-0004
熊本市中央区新町２丁目4-27
熊本市健康センター新町分室内

TEL：096-352-0010
FAX：096-352-1459
E-mail：k@s-ikuseikai.com
ＵＲＬリンク：http://www.s-ikuseikai.com/ikuseikai/
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